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はじめに

当施設は、ふたつの機能を兼ね備えております。1階は埋蔵文化財センターと

して、市内埋蔵文化財の発掘調査やそれに伴う出土品の整理・保管・研究を、

行っております。2階は博物館的な施設として、隣接する国史跡海会寺跡出土

の国指定重要文化財をはじめ、調査などによって得られた市内文化財の情報を

ひろく市民に還元する施設です。これまで、施設内での歴史講座や体験学習な

どのほか、学校教育機関への出張講座などの普及啓発事業を行ってまいりまし

た。

本書は、当施設の事業のうち、平成28年度に実施した普及啓発事業をまとめ

たものです。これまでのご理解とご協力に御礼申し上げますとともに、今後も

市民の皆様のご要望にお応えできるよう、より充実した事業展開に努めてゆく

所存であります。

泉南市教育委員会
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1．施設の概要
略沿革

	 平成6年7月～平成7年3月　基本設計及び実施設計。

	 平成7年3月	浄化槽設置工事完成。

	 平成7年6月	海会寺跡出土遺物302点が国の重要文化財

	 	 	 	 	 	 	 に指定される。

	 	 	 	 	 	 　	 史跡海会寺跡整備事業完了。「史跡海会寺

	 	 	 	 	 	 	 跡広場」として一般開放開始。

	 平成8年3月	埋蔵文化財センター竣工。	

	 	 	 	 	 	 	 1階埋蔵文化財センター部門供用開始。

	 平成9年4月	埋蔵文化財センター条例、同施行規則施行。

	 	 	 	 	 	 	 展示施設一般開放開始。

	 平成10年7月	 重要文化財海会寺跡出土遺物を常設展示と

	 	 	 	 	 	 	 する特別展示室オープン。

1	 	 荷解場

2	 	 警備員室

3	 	 女子更衣室

4	 	 休憩室

5	 	 トイレ

6	 	 ポンプ室

7	 	 仮収蔵庫

8	 	 洗浄室

9	 	 遺物整理室

10	記録整理室

11	写場・暗室・乾燥室

12	図面収蔵庫

13	写真収蔵庫

14	特別収蔵庫

15	収蔵庫1

16	収蔵庫2

17	収蔵庫3

18	展示ケース

19	ＣＯ 2ボンベ室

20	風除室

21	エレベーター

22	受付

23	事務室

24	特別展示室

25	展示準備室

26	展示ホール

27	図書情報コーナー

28	トイレ

29	サロン

30	講堂兼視聴覚室

31	倉庫

32	調査研究室

33	図書保管室

34	会議室

施設全体図

施設

鉄筋コンクリート造地上2階耐火構造

	 敷地面積	 	 	 4602.24㎡

	 建築面積	 	 	 1164.82㎡

	 延床面積	 	 	 1893.86㎡

	 1階	 	 	 	 990.89㎡

	 2階	 	 	 	 902.97㎡

	 総室数	 	 	 1階	 27部屋

	 	 	 	 	 	 	 2階	 16部屋

泉南市埋蔵文化財センター事業費(平成7年度完成分まで )
	 設計委託	 	 	 	 11,433,000円

	 設計事務管理委託	 	 8,446,000円

	 浄化槽設置工事	 	 43,260,000円

	 建築工事	 	 	 	 762,200,000円

	 植裁工事	 	 	 	 6,180,000円

	 上水道施設負担金等	 958,000円

	 用地購入	 	 	 	 532,018,944円
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2．組織・職員

	 	教育長	福本光宏

	 	教育部	部長	 上ノ山　正人

	 	 	　		 次長	 右馬隆治

	 	生涯学習課		 課長　岡坂吾一

	 	 	 	 	 	 	 課長代理　岡　一彦

	 	 	文化財保護係	主幹兼係長　城野博文　（本庁勤務）	 	

	 	 	 	 	 	 　　主査　河田泰之（埋蔵文化財センター勤務）

	 	 	 	 	 	 　　主任　中尾真浩（埋蔵文化財センター勤務）

月別入館者数

施設外への出張事業（依頼・共催）-1

施設外への出張事業（依頼・共催）-2

3.利用者数と利用形態

開館

日数

大人 子ども
計

男 女 男 女

4月 24 361 246 22 15 644

5月 21 204 85 14 12 315

6月 24 281 173 37 13 504

7月 23 436 522 202 235 1395

8月 26 292 294 155 97 838

9月 22 227 89 14 11 341

10月 22 217 173 37 43 470

11月 22 255 163 111 85 614

12月 20 256 213 120 97 686

1月 19 240 118 32 23 413

2月 22 301 235 22 20 578

3月 25 274 289 49 12 524

合計 270 3344 2500 815 663 7322

月日 団体名 内容 人数

4月22日
せんなんかるた普及実行

委員会

著作権利用と支援（再印刷の

ため）
10

4月18日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 14

4月26日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 9

4月25日 新家歴史研究会 会場提供（大阪夏の陣展） 86

5月13日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

5月27日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 13

6月7・8日 信達中学校 職業体験の受け入れ 6

6 月 16・17

日
泉南中学校 職業体験の受け入れ 3

6月24日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

6月27日 保育子育て支援課 会場提供（研修） 5

7月4日 保育子育て支援課 会場提供（研修） 13

7月12日 保育子育て支援課 会場提供（研修） 6

7月14日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 6

7月20日 保育子育て支援課 出前保育（タコ・組ひも） 56

7月22日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

7月22日 図書館 会場提供（絵本つくりＷＳ） 40

月日 団体名 内容 人数

4月20日 西信達小学校 出張授業（6年生：組みひも） 71

4月22日 一丘小学校 出張授業（6年生：まが玉づくり） 61

4月24日
きしわだ自然資料

館

出張授業（ミニ実習組ひもづく

り）
20

5月6日 西信達小学校
出張授業6年生：縄文人のくらし

について説明・火おこし）
71

5月10日 西信達小学校 出張授業（6年生：ハニワづくり） 71

5月13日 西信達小学校
出張授業（5年生：タコツボづく

り）
75

5月23日 一丘小学校 出張授業（6年生：ハニワづくり） 61

6月4日
八尾市立しおんじ

やま古墳学習館

講演依頼（泉南市の歴史につい

て）
28

6月15日 一丘小学校
出張授業（6年生：ハニワ焼きと

火おこし）
61

8月14日
府立弥生文化博物

館

プログラム実施（昔の組み紐づく

り体験）
200

9月26日
泉南市立保健セン

ター

講座依頼（泉南市の歴史につい

て）
30

10月10日
きしわだ自然資料

館

プログラム実施（ミニ実習での組

みひも）
22

10月23日
西信達中学校区地

域教育協議会

プログラム実施（西信達フェスタ

の組みひも）
200

11月12日
一丘中学校地域教

育協議会

プログラム実施（リサイクル＆ふ

れあいディでの組みひも）
50

11月13日
和歌山県立紀伊風

土記の丘

プログラム実施（風土記まつりで

の組ひも）
200

11月14日 西信達小学校 出張授業（4年生：組みひも） 66

11月19日
府立弥生文化博物

館

プログラム実施（弥生フェスタ：

組みひも）
100

12月3日
泉佐野市生涯学習

課

講座依頼（和泉名所図会につい

て）
40

1月19日 砂川小学校 出張授業（3年生：むかし道具） 95

1月30日 西信達小学校 出張授業（3年生：むかし遊び） 54

2月1日 雄信小学校 出張授業（3年生：むかし道具） 38

2月12日
府立弥生文化博物

館

プログラム実施（第8回サミット：

組みひも）
200

2月14日 西信達小学校 出張授業（2年生：むかし遊び） 70

2月23日 西信達小学校 出張授業（3年生：むかし道具） 70

3月4日
大阪湾見守りネッ

ト

事例報告（第13回大阪湾フォー

ラム）
50

3月26日
府立弥生文化博物

館

プログラム実施（弥生フェスタ：

組みひも）
100

合計　2154人

その他依頼-1
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おもな団体

資料貸出しなど

7月26日 保育子育て支援課 会場提供（研修） 10

8月8日
大阪府立江之子島文化芸

術創造センター

記録集作成（連携事業のヒア

リング）
-

8月19日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

8月24日 保育子育て支援課 出前保育（タコ・組ひも） 43

9月8日 人事課 会場提供（新採研修） 30

9 月 15・16

日
一丘中学校 職業体験の受け入れ 3

9月23日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

9月28日 政策推進課 会場提供（まちづくりサロン） 10

10月7日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

10月21日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 10

11月18日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 8

12月6日 政策推進課
会場提供（ABC委員会打合

せ）
17

12月21日 人事課 会場提供（会議） 20

1月6日 保育子育て支援課
出前保育（タコ、ダンボール

基地）
56

1月10日 政策推進課
会場提供（ABC委員会打合

せ）
14

1月13日 行革・財産活用室 会場提供（会議） 20

1月17日 政策推進課 会場提供（講座） 36

1月24日 政策推進課 会場提供（まちづくりサロン） 11

1月25日 行革・財産活用室 会場提供（会議） 15

1月30日 政策推進課
会場提供（ABC委員会打合

せ）
26

1月31日 行革・財産活用室 会場提供（会議） 17

2月2日 保育子育て支援課 出前保育（組みひもづくり） 58

2月7日 政策推進課
会場提供（ABC委員会打合

せ）
16

2月8日 政策推進課 会場提供（講座） 30

2月25日 政策推進課
会場提供（南泉州ボランティ

ア協議会講座）
86

2月28日 政策推進課
会場提供（まちづくりサロ

ン）
13

3月7日 政策推進課 会場提供（ＡＢＣ委員会　） 20

3月8日 政策推進課 会場提供（区長会幹事会） 16

3月9日 政策推進課 会場提供（ＡＢＣ委員会） 22

3月12日
南泉州観光ボランティア

連絡協議会
会場提供（まちあるき講座） 82

3月17日
せんなんかるた普及実行

委員会
会場提供（打合せ） 10

3月23日 政策推進課
会場提供（ABC委員会打合

せ）
10

その他依頼-2

機関名 内容 点数 備考

信達こども園 せんなんかるた 7
敬老行事でかるた大会を

開催するため

個人 【市内資源発見活用事

業登録物件】紋羽など
4
「臥雲辰致ガラ紡展示

会」で展示

期間：9/30-10/30

ＮＰＯワンピ―ス
ジャンボせんなんかる

た
1
土曜元気広場でかるた大

会を開催するため

個人
紙芝居貸出「城をま

もったっタコ」
1
読み聞かせ会で使用する

ため

株式会社天夢人編

集部

【市内資源発見活用事

業登録物件】砂川遊園

の写真

4
小学館発行『鉄道ペディ

ア』第48号に掲載

個人
【市内資源発見活用事

業登録物件】昔の道具
5
老人福祉施設でのコン

サートに使用するため

きしわだ自然資料

館
男里遺跡出土　鳥骨 5

「ホネホネルームへよう

こそ」で展示

期間：12/15-2/27

個人
【市内資源発見活用事

業登録物件】樽井地区

の古い写真

4
小学校同窓会で当時を思

い出す資料として活用

砂川小学校
【市内資源発見活用事

業登録物件】むかしの

道具

3
昔のくらしの教材として

使用

市立図書館
紙芝居貸出「ゴロ吉と

仏さま」「お菊山」
2
図書館ボランティア事業

で活用

個人
【市内資源発見活用事

業登録物件】砂川奇勝

の写真

2
砂川奇勝を市民の方に伝

えるため

雄信小学校
【市内資源発見活用事

業登録物件】昔の道具
12
昔のくらしの教材として

使用

西信達小学校
【市内資源発見活用事

業登録物件】昔の道具
12
昔のくらしの教材として

使用

鳴滝小学校 ジャンボかるた 2
子供元気祭りにかるた大

会に使用

個人
【市内資源発見活用事

業登録物件】昔の道具
3
老人福祉施設でのコン

サートに使用するため

合計67件

月日 団体名 内容 人数

6月23日 商工会 施設見学・講座 16

8月4日 国学院大学 施設見学 37

10月13日 鳴滝小学校1年生
施設見学・紙芝居・まが

玉づくり
54

10月21日 あおぞら幼稚園PTA 施設見学・組みひも 50

10月24日
泉南市エイフボランタ

リーネットワーク
施設見学・講座 50

10月27日 近鉄　文化サロン 施設見学 10

11月4日 新家小学校

施設見学・民具のワーク

ショップ・紙芝居・火お

こし

84

11月10日
西信達小学校・あおぞら

幼稚園・西信達くあね

海会寺跡広場での秋見つ

け・遊び
172

11月15日 電友会 施設見学 15

1月17日 トラベルジャパン 施設見学 14

合計449人
3月28日 政策推進課

会場提供（ABC委員会打合

せ）
20

　＊教育委員会への会場提供は記載せず　合計　917人
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④ジャイアントフラワーづくり② 6/25（土）

参加者	10人　古代ハスのジャイアントフラワー（組み立て）

⑤消しゴムハンコでバックづくり 7/9（土）

参加者31人　古代ハスや昔の文様のハンコで、物語を表現

⑥アイスの棒トンボ大会　8/8（月）

参加者	7人　昔遊び体験。アイスの棒で竹トンボづくり

⑦ジャンボ紙ひこうき大会　8/16（火）

参加者	7人　おおきな紙飛行機をつくる昔遊び体験

⑧割りばしてっぽう大会　8/23(火 )

参加者	42人　割りばしでゴム鉄砲をつくる昔遊び体験

⑨消しゴムハンコでバックづくり　10/22（土）

参加者21人　古代ハスや昔の文様のハンコで、物語を表現

⑩ミサンガづくり 11/12（土）

参加者	29人　飛鳥時代の組みひもの作り方を体験。

⑪ジャンボせんなんかるた大会　11/26（土）

応募少数のため中止

⑫縄文クッキーをつくろう 3/29（水）

参加者27人　昔のたべものづくり体験からアプローチする

食育。泉南市食生活改善推進協議会、保健センターとの連携

事業。

	 	

6.フィールドワーク「歴史倶楽部」
内容　奈良時代の名僧、行基ゆかりの地を学び巡ることに

よりその人物像に迫る。ボランティアに協力を得た。

①説明会	3/16（水）

②現地見学	 4/6（水）「家原寺と土塔」

参加者44名（ボランティア4名）距離約8kmＪＲ津久

野駅～家原寺～和泉式部宮～華林寺～蜂田神社～鈴の宮公

園（昼食）～堺市立平和と人権資料館～野々宮神社～大野

寺・土塔～泉北高速鉄道深井駅

4.展示

常設展示

「海会寺跡」
	 	内容　隣接する国史跡海会寺跡からの出土品のうち、国重	

	 	 	要文化財指定物件を中心に展示。海会寺跡の歴史的価	

	 	 	値をわかりやすく紹介。

企画展示

「思い出のせんなん写真展」
	 	期間　4月23日～7月15日

	 	内容　市民から応募のあった写真を展示するもの。市内な

	 	 	どで撮影された写真を、持ち主の思い出を添えて展示。

「むかしあそび展」
	 	期間　8月1日～8月31日

	 	内容　あやとりや折り紙、将棋に積み木などむかしなつか	

	 	 	しい遊び体験ができる場を設置。

「写真と思い出でふりかえる暮らし展」
	 	期間　9月1日～3月31日

	 	内容　懐かしい道具がうつる写真と、大正・昭和の懐かし	

	 	 	い道具を併せて展示。

5.体験学習「まいぶんクラブ」
内容　身近な昔の暮らし体験を通じて、歴史文化への興味関

心を持つきっかけを提供することが目的。ボランティアに協

力を得た。

①ジャンボこいのぼりづくり 5/14（土）

参加者12人　史跡公園を活用したアートプログラム	

②お姫さまのアクセサリー作り 5/28（土）

参加者12人　まが玉や管玉などを身近な素材で代用

③ジャイアントフラワーづくり① 6/11（土）

参加者6人　古代ハスのジャイアントフラワー（色塗りまで）

まいぶんクラブ　ジャンボこいのぼり まいぶんクラブ　ジャイアントフラワー
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西大寺駅～西大寺～体性院～西大寺野神緑地（昼食）～喜

光寺（菅原寺）～垂仁天皇陵～唐招提寺～薬師寺～近鉄西

の京駅

⑩現地見学　11/16（水）「泉橋寺 2」

参加者24名（ボランティア3名）距離約8kmＪＲ棚倉

駅～湧出宮～アスピア山城・特別展示室～椿井大塚山古墳

～重要文化財・小林家住宅～上狛小学校近くの公園（昼食）

～上狛環濠集落～西福寺～茶問屋ストリート～泉橋寺～大

智寺～和泉式部墓～ＪＲ木津駅

⑪現地見学　12/7（水）「竹林寺」

参加者43名（ボランティア4名）距離約6km近鉄南生

駒駅～宝幢寺～美努岡萬墓～青山台中央公園（昼食）～往

生院～竹林寺古墳～竹林寺（行基墓）～円福寺～往馬大社

～近鉄一分駅

⑫講座	 12/21（水）「まとめ」

⑬現地見学　3/22（水）「明日香村・高取町」

参加者33名（ボランティア3名）距離約10km近鉄飛鳥

駅～岩屋山古墳～牽牛子塚古墳～真弓鑵子塚古墳～マルコ

山古墳（昼食）～束明神古墳～出口山古墳～森カシ谷遺跡

～高取町リベルテホール（休憩）～高取町土佐町並み 雛

めぐり～キトラ古墳～キトラ古墳壁画館 四神の館～檜隈

寺跡～近鉄飛鳥駅

7.専門的な学習のきっかけづくり事業
内容　時間的に余裕のある夏休みに、子どもの主体的な学

習のきっかけを提供することを目的に実施。

①「ご近所映画を作る」映画作り①

7/24(日 )　参加者21人　会場　樽井公民館

企画　enoco　講師　タチョナの皆さん　

内容　参加者だけで映画のシナリオから撮影までを実施。

新たなコミュニティ形成の場づくりを目指すプログラム。

③現地見学　5/11（水）「久米田池と久米田寺」

参加者36名（ボランティア4名）距離約8kmＪＲ下松

駅～久米田古墳群～久米田寺～久米田池～久米田公園（昼

食）～摩湯山古墳～淡路神社～観音寺山遺跡～南海バスい

ぶきの1丁目バス停

④現地見学　6/22（水）「狭山池」

参加者36名（ボランティア3名）距離約7km南海狭山

駅～東野廃寺～狭山藩陣屋跡～狭山池・狭山池博物館（昼

食）～池尻城跡～池之原神社～吉川家住宅～狭山神社～南

海金剛駅

⑤現地見学　7/6（水）「山崎院」

参加者39名（ボランティア4名）距離約4.5kmＪＲ山崎

駅～離宮八幡宮～大山崎町歴史資料館～山崎院跡～大山崎瓦

窯跡～アサヒビール大山崎山荘美術館（昼食）～宝積寺～関

大明神社～サントリー山崎蒸留所～ＪＲ山崎駅

⑥講座　8/24（水）「行基の生涯を探る」

参加者34（ボランティア2名）

⑦現地見学　9/7（水）「泉橋寺 1」

参加者34名（ボランティア3名）距離約8kmＪＲ木津

駅～御霊神社～上津遺跡～安福寺～首洗い池・不成柿～泉

大橋～高麗寺跡～京都府立山城郷土資料館（昼食）～ＪＲ

上狛駅

⑧現地見学　10/12（水）「東大寺」　
参加者27名（ボランティア3名）距離約8kmＪＲ奈良

駅～近鉄奈良駅前の行基像～興福寺（通過）～東大寺＜ミ

ニ講義＞～南大門～東塔院跡～春日野園地（昼食）～手向

山八幡宮～法華堂（三月堂）～二月堂～大湯屋～鐘楼・俊

乗堂・行基堂～講堂跡～正倉院～転害門～戒壇堂～大仏殿

～西塔跡～奈良県庁屋上

⑨現地見学　11/2（水）「喜光寺」
参加者32名（ボランティア4名）距離約6km近鉄大和

歴史倶楽部　現地見学のようす歴史倶楽部　現地見学のようす



6

「ご近所映画を作る」のようす 「ご近所映画を作る」のようす

泉南の化石でレプリカづくり！のようす 絵本でまとめる自由研究のようす

人形劇で紹介！チリモンのヒミツのようす 恐竜の皮膚や肉付きはなぜわかるのか？のようす

教えてハカセ！アンモナイトと恐竜のことのようす サファイア発見！すなつぶジュエリーのようす
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②泉南の化石でレプリカづくり！
7/28(木 )参加者71人　会場　埋蔵文化財センター

講師　濱塚　博さんほか ,

きしわだ自然資料館の皆さん

内容　泉南地域で見つかる化石標本を観察し学習。

③「ご近所映画を作る」映画作り②　

8/1(月 )参加者30人　会場　埋蔵文化財センター

企画　enocop講師　タチョナの皆さん　

内容　参加者だけで映画のシナリオから撮影までを実施。

新たなコミュニティ形成の場づくりを目指すプログラム。

④「ご近所映画を作る」上映会

企画　enoco　講師　タチョナの皆さん　

8/1(月 )参加者40人　会場　埋蔵文化財センター

参加者だけで映画のシナリオから撮影までを実施。新たな

コミュニティ形成の場づくりを目指すプログラム。

⑤絵本でまとめる自由研究

8/2(火 )参加者21人　会場　雄信小学校

講師　西矢早百合さん（手作り絵本教室主宰）

内容　絵本をつくりながら、物事を伝える手段を学ぶ。

⑥人形劇で紹介！チリモンのヒミツ

	 8/4(木 )参加者52人　会場　埋蔵文化財センター

	 講師　風間美穂さんほか、きしわだ自然資料館の皆さん

	 内容　人形劇とチリモン探しで大阪湾の豊かさを学ぶ

⑦恐竜の皮膚や肉付きはなぜわかるのか？

8/10(水 )参加者41人　会場　埋蔵文化財センター

講師　徳川広和さん（恐竜・古生物復元模型作家）

内容　恐竜を骨格から復元するプロセスを体験

⑧教えてハカセ！アンモナイトと恐竜のこと

8/11(祝 )参加者53人　会場　埋蔵文化財センター

講師　川端清司さん・林　昭次さん（大阪市立自然史博物

館）、山中亜希子さん・山下和子さん（NPO大阪自然史

センター）

	内容　泉南市で見つかる化石の話と化石探し体験

⑨サファイア発見！すなつぶジュエリー

8/18(木 )参加者83人　会場　樽井公民館

講師　渡辺克典さん（きしわだ自然資料館専門員）

内容　大阪府下の山砂をつかった宝石探しと地質の学習。

⑩泉州沖の海藻でかわいい押し葉づくり

8/21(日 )参加者19人　会場　樽井公民館

講師　河原美也子さん（海藻押し葉協会）

内容　大阪湾でとれるカラフルな海藻を使った作品づくり

⑪国宝！風神雷神図がやってくる

8/28(日 )参加者65人　会場　埋蔵文化財センター

講師　水谷亜希さん・作花麻帆さん（京都国立博物館）、

藤野智子さん・大久保謙志さん（NPO京都文化協会）、

藤田友香里（京都国立博物館文化財ソムリエ）　

内容　高精細複製を使った作品鑑賞のワークショップ

8.文化財普及啓発ボランティア
活動への参加を通じて文化財保護の必要性を認識してもらうことが目

的。ボランティア活動の場と参加体験型学習への参画機会を提供する

ことで、施設の新規利用者の獲得も見込まれる。

対象事業 内　容 協力者数
フィールドワーク

歴史倶楽部
現地見学時の引率・説明補助 4人

まいぶんクラブほか

参加体験型学習
プログラムの企画・実施 21人

　文化財活用促進事業
・ワークショップへの参加

・イベントの企画実施

19人

約120人

ご協力いただいた事業とその内容

泉州沖の海藻でかわいい押し葉づくりのようす 国宝！風神雷神図がやってくるのようす
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利用者による主体的な登録物件の活用

行政による登録物件の公開

9.市内資源発見活用（せんなんのたからもの）事業
泉南市に関連する文化遺産（広義の文化財＝せんなんのたからもの）

の価値を最大化させることが目的。住民と行政が、文化遺産の活用を

通して文化財保護の必要性を共有することを目標とする。住民に地域

への誇りを持つきっかけを提供することで、市域の活性化が見込まれ

る。現在3つの段階にわけて事業をすすめ、各段階ごとに目標を設定

している。

段階１　文化財の認識をひろめる
　「せんなんのたからもの」を公募する。「せんなんのたからもの」とは、

　時代や価値などの基準は設けず、①泉南市に関係するもので、②所有

　する人が大切だと思い、③活用したいとつよく思うものとする。登録

　物件は持ち主の所有とする。

　目標	 	 ・住民に「せんなんのたからもの（広義の文化財）とは何

	 	 	 	 	 	 か？」を考えるきっかけを提供する。

	 	 	 	 	 ・「せんなんのたからもの」を公開する方法や活用方法に

	 	 	 	 	 	 ついて、所有者や利用者の要望を把握する。

段階２　情報を共有する
　応募のあった「せんなんのたからもの」を随時閲覧可能な状態で公開

　することで、ひろく活用をうながす。公開する手段は、前段階で把握

　した所有者や利用者の要望を反映する。

　目標	 	 ・利用者による主体的な活用をうながし、地域の宝として

	 	 	 	 	 	 の認知をひろめる。

	 	 	 	 	 ・利用者の意見をもとに、具体的な活用形態を把握する。

段階３　利用者が活用しやすい環境をつくる
　前段階で把握した具体的な活用形態を実現するために、エコミュージ

　アム化など「せんなんのたからもの」を利用者が主体となり活用でき

　る環境づくりをおこなう。

　目標	 	 ・活用をきっかけとした人間関係の構築をうながし、維持	

	 	 	 	 	 	 発展させる。

	 	 	 	 	 ・泉南市らしい仕組み作りを行う。

【登録物件の活用について】

　教育・生涯学習・地域活動の素材として、グループや個人が利用する

　ことをいい、活用方法は持ち主の承諾さえ得られれば特に制限はない。

形態 名称など 内容 公開の方法など その他公開方法 回数 件数

印刷物 広報せんなん
毎月掲載　　登録物件を個

別に紹介
全戸配布 泉南市ウェブサイト 12 12

展示
思い出のせんなん写真

展

当時の持ち主の思い出を添

えて展示

会期：4/26～7/15

会場：埋蔵文化財センター
1 60

13回で72件の登録物件を公開した

種類 機関名 主体 内容 点数

個人・市外 9月30日 個人
【資料貸出し】「臥雲辰致ガラ紡展示会」で展示するため

　会場：松本中町蔵の会館期間：9/30～10/30
4

出版・雑誌 11月21日 株式会社天夢人編集部 【資料貸出し】砂川遊園の写真を小学館発行『鉄道ペディア』第48号に掲載 4

個人・市内 11月21日 個人 【資料貸出し】生活道具を老人福祉施設でのコンサートに使用するため 5

個人・市内 1月16日 個人 【資料貸出し】樽井地区の写真を小学校同窓会で当時を思い出す資料として活用 4

学校教育・小学校 1月17日 砂川小学校 【資料貸出し】生活道具を教材として活用（むかしのくらし 3

個人・市内 1月31日 個人 【資料貸出し】砂川奇勝を市民の方に伝えるため 2

学校教育・小学校 2月1日 雄信小学校 【資料貸出し】生活道具を教材として活用（むかしのくらし 12

学校教育・小学校 2月23日 西信達小学校 【資料貸出し】生活道具を教材として活用（むかしのくらし 12

個人・市内 2月27日 個人 【資料貸出し】生活道具を老人福祉施設でのコンサートに使用するため 3

住民などにより9回・49件の登録物件が活用された
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10.文化財活用促進事業
住民などと、文化財の多面的な活用を継続的に実践し、プレーヤー増と

オープンな参画を志向することで、「シビックプライド1）」の醸成を目

指す。これにより、泉南らしい文化財保護の仕組みづくりを構築するこ

とを目的とする。今年度は以下の4事業を実施した。
1）伊藤香織+紫牟田伸子監修2008『シビックプライド‐都市のコミュニケーション

をデザインする』

10-1.海会寺ハスいっぱいプロジェクト
・事業内容の充実に、住民参画を手法として取り入れることで、史跡公

　　園および埋蔵文化財センターの活用方法の創造が見込まれる。

・事業の周知と新たなメンバー獲得のため、お披露目イベント「ハスコ

	 	 ンサート」と「ハスフェスタ」を実施した。
　【事業概要】

	 	 	 	 ■本事業に参画した住民 　約90名

	 	 	 	 ■ワークショップ　6回　参加者19名（のべ 83名）

内訳：3/10（15名）、4/14（8名）、4/15（12名）、5/12（18名）、

5/26（16名）、6/11（14名）

	 	 	 	 ■チームごとのあつまり　9回

ジャイアントフラワーづくり6/11・6/25（4名）、コンサート出演団体打

合せ6/16（4名）、ハス植え替え6/24（6名）、ポーチュラカの植替え

6/27（10名）、

パン販売の打合せ6/2（1名）、泉佐野保健所に食品提供の相談7/1（2名）、

コンサート準備とイス運び7/15（6名）、ハスフェスタ準備（15名）

	 	 	 	 ■イベント参加者

「ハスコンサート」　196名（昨年は130）

　（内訳：来場者130名、出演者66名）

「ハスフェスタ」　647名（昨年は703）

（内訳：来場者528名、スタッフ27名、出演者等92名）

	 	 	 	 ■本事業の紹介

『ニュースせんなん』7/9

『読売新聞』堺泉州版7/16朝刊

『産経新聞』泉州版7/16朝刊

	 	 	 	

10-2.域学連携で取り組む文化財を活かした地域づくり
・阪南大学和泉ゼミと連携し、文化財の新たな活用方法の創造をめざす。

・和泉ゼミの2回生と新規企画を立ち上げることから始めた。

・泉南市の地域資源について、学生に対し住民が情報提供を行った。
　　【事業概要】

■本事業に参画した住民	 10名

■ワークショップの参加者	 住民10名、学生17名

10/19　阪南大学にて、ワークショップを1回実施。学生と市民が混成チー

ムとなり『せんなんカルタ』を素材に周遊プラン作りを行った。

　

10-3郷土カルタ作成事業
・増刷と普及を目的に「せんなんかるた普及実行委員会」が設立された。

・実行委員会の活用により、当初の見込みを上回る寄付が集まった。

・実行委員会による普及活動が12回行われた。

・行政は実行委員会の活動を支援した。
	 	 	 	 ■せんなんかるた普及実行委員会の活動内容紹介	

産経新聞（6/1朝刊）

読売新聞（6/12朝刊）

ふぁみりー泉州（7月号174号）

産経新聞（8/30朝刊）

日経新聞（9/20夕刊）

読売新聞（11/1朝刊）

ニュースせんなん（1122号）

10-4史跡公園を核としたコミュニティづくり事業
・今年度からの新規事業

・史跡海会寺跡広場の維持管理作業を、施設でのイベントとリンクさせ	

	 	 ることで、維持管理と利用促進を両立させることが目的。

・今年度は、広場の植栽に由来する素材（枯れ枝、ひこばえ、ツタ、木

	 	 の実など）を利用した工作体験などの行事「森のどんぐりまつり」

	 	 を企画・実施するコミュニティをたちあげ、その拠点を埋蔵文化財

	 	 センターとした。

・将来的には、当該コミュニティが行政と連携しながら、年間を通して

	 	 史跡海会寺跡広場で活動することを目標としている。
	 	 	 【事業概要】	

	 	 	 	 ■本事業に参画した住民 　30名

	 	 	 	 ■ワークショップ　4回　参加者14名（のべ 42名）

	 	 	 	 	 内訳：11/10（11名）、11/17（9名）、11/24（8名）、12/1（14名）

	 	 	 	 ■チームごとのあつまり　2回

	 	 	 	 	 木の伐採・加工11/30（4名）、前日の準備（12名）

	 	 	 	 ■森のどんぐりまつりのスタッフ

	 	 	 	 	 30名

	 	 	 	 ■イベント参加者

	 	 	 	 	 300名以上（プログラム参加者は580名）

	 	 	 	 ■本事業の紹介

	 	 	 	 	 『読売新聞』堺泉州版12/11朝刊

	 	 	 	 	 j:comりんくう『デイリーニュース』12/13放送



10

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
１
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

今
年
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

01 日
時
：
平
成
28
年
3
月
10
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
15
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
こ
れ
ま
で
の
ふ
り
か
え
り

10
：
20
　
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
ア
イ
デ
ア
だ
し

11
：
00
　
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
る

11
：
40
　
ま
と
め
て
わ
か
っ
た
い
く
つ
か
の
方
向
性

■
い
く
つ
か
の
方
向
性
を
み
つ
け
る
　
今
年
の
取
り
組
み
に
む
け
て
の
初
め
て
の
話
し
合
い
。
新
規
加
入
の
方
、
１
名
を

含
み
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
で
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
み
て
振
り
返
り
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
取
組
み

で
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
付
せ
ん
に
書
き
だ
し
ま
し
た
。
結
果
70
の
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
11
の
方
向
性
に
ま
と

め
、
今
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
ど
う
し
た
も
の
か
」
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
？

「
古
代
ハ
ス
が
あ
る
場
所
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
ま
い
ぶ

ん
）」
で
楽
し
む
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
、「
オ
ー
プ
ン
で
フ
ラ
ッ

ト
な
話
合
い
の
場
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」
で
考
え
、
で
き

る
も
の
か
ら
実
践
す
る
取
り
組
み
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
し
た
い
！
」
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
方

か
ら
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝
い
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
O
K
と
い

う
方
ま
で
、
だ
れ
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
す
。

な
ぜ
ハ
ス
の
花
な
の
か
？

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
国
史
跡
海
会
寺
跡
。
発

掘
調
査
の
結
果
、
飛
鳥
時
代
の
国
内
屈
指
の
寺
院
跡
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
海
会
寺
の
軒
丸
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

ハ
ス
の
花
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
当
時
ハ
ス
（
の
模
様

の
軒
丸
瓦
）
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
海
会
寺
を
、「
ふ
た
た
び
ハ

ス
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
！
」
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

な
に
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
？

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
て
て
、
増

や
し
て
、
楽
し
ん
で
、
ハ
ス
の
花
で
ま
い
ぶ
ん
と
海
会
寺
（
の

あ
っ
た
史
跡
公
園
）
を
「
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
楽
し
め

る
場
所
に
し
よ
う
！
」
が
目
標
で
す
。
ハ
ス
を
き
っ
か
け
に
、

ま
い
ぶ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
人
々
の
あ
つ
ま
り
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
が
生
ま
れ
る
の
場
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

古
代
ハ
ス
を

育
て
て
い
ま
す

栽
培
す
る
の
は
古
代

ハ
ス
と
し
て
知
ら
れ

る
「
大
賀
ハ
ス
」
の

子
ど
も
た
ち
（
大
賀

ハ
ス
の
子
世
代
の
レ

ン
コ
ン
）。
約
20
00

年
前
の
地
層
か
ら
見

つ
か
っ
た
と
さ
れ
る

も
の
で
す
。
レ
ン
コ

ン
が
特
産
の
徳
島
県

板
野
郡
板
野
町
に
あ

る
徳
島
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら

譲
っ
て
も
ら
っ
た
も

の
。
初
年
度
は
5
鉢
、

二
年
目
は
15
鉢
、

今
年
は
も
っ
と
増
や

せ
そ
う
で
す
。

昨
年
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
咲
い
た
古
代
ハ
ス

海
会
寺
の
軒
先
を
飾
っ
た

ハ
ス
の
花
の
文
様
の
軒
丸
瓦

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
11
の「
方
向
性
」と
70
の「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

今
年
の
取
り
組
み
で
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
書
き
出
し

て
！
」
と
始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
や
い
や
付
せ
ん
に
書
い

て
い
た
の
で
す
が
…
お
お
よ
そ
70
の「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

と
、
11
の
「
方
向
性
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

【
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
む
】

　
ハ
ス
の
葉
を
使
っ
た
料
理
－
－
－

　
・
ハ
ス
ち
ま
き
→
泉
南
ち
ま
き
（
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
化
）

　
・
ハ
ス
酒
を
飲
む
（
3
枚

　
レ
ン
コ
ン
を
食
べ
る
－
－
－

　
・
コ
ン
テ
ス
ト

　
・
レ
ン
コ
ン
チ
ッ
プ
ス

　
・
と
に
か
く
食
べ
る

【
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
楽
し
む
】

　
・
昨
年
同
様
で

　
・
お
顔
に
ら
く
が
き

　
・
綿
菓
子
な
ど
の
食
品
を
出
す

　
・
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
仕
上
げ
る

　
・
ハ
ス
の
葉
で
遊
ぶ

　
・
大
き
な
ハ
ス
の
折
紙
を
つ
く
る

　
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー

　
・
屋
外
イ
ベ
ン
ト
を
メ
イ
ン
に

　
・
ア
ー
ト

　
・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
出
す

【
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
楽
し
む
】

　
・
毎
月
開
催

　
・
保
育
所
に
演
奏
を
し
て
も
ら
う

　
・
マ
ン
ド
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
・
出
演
者
を
公
募
す
る

　
・
ハ
ス
の
う
た
を
つ
く
る
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
・
バ
イ
オ
リ
ン
体
験
を
す
る

　
・
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
体
験
を
す
る

【
体
操
で
楽
し
む
】

　
・
古
代
ハ
ス
体
操
を
つ
く
る

【
誰
と
楽
し
む
？
】

　
・
来
場
者
子
ど
も
限
定
（
の
日
を
つ
く
る
）

ハ
ス
の
植
替
え
と
、
今
年
の
取
組
み
に
つ
い
て
一
歩
進
ん
だ

話
し
合
い
を
し
ま
す
。
一
般
参
加
も
大
歓
迎
。

【
と
き
】
4
月
14
（
木
）・
15
日
（
金
）
午
前
10
時
～

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

■
次
回
以
降
の
ご
あ
ん
な
い
　「
ハ
ス
の
植
替
え
＋
方
向
性
を
か
た
め
る
」

【
見
て
楽
し
む
】

　
・
ハ
ス
の
芽
会

　
・
ハ
ス
の
花
見

　
・
ハ
ス
の
花
托
を
使
っ
て
ク
ラ
フ
ト
を
す
る

　
・
葉
や
花
の
な
い
時
（
秋
冬
）
は
金
魚
を
飼
う

　
・
鉢
に
メ
ダ
カ
を
飼
う
、
増
や
す

【
ハ
ス
を
増
や
す
】

　
・
ハ
ス
街
道
を
つ
く
る

　
・
市
民
に
分
け
て
増
や
す

　
・
市
内
の
お
寺
で
増
や
す

　
・
小
学
校
に
（
2
枚

　
・
公
共
施
設
に
（
2
枚

　
・
JR
、
南
海
の
4
駅
に

　
・
市
内
全
域
を
ハ
ス
で
い
っ
ぱ
い
に
（
3
枚

【
他
の
花
も
増
や
す
】

　
①
海
会
寺
を
ハ
ス
の
花
で
飾
る

　
②
ハ
ス
の
品
種
を
増
や
す

　
③
花
笑
み
せ
ん
な
ん
と
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

　
④
は
る
か
の
ひ
ま
わ
り
と
一
緒
に

　
⑤
四
季
折
々
の
花
+
メ
イ
ン
に
ハ
ス

　
⑥
バ
ラ
園
な
ど
で
も
育
て
る

　
⑦
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
花
の
セ
ン
タ
ー
に
す
る

【
池
で
増
や
す
】

　
①
3
ｍ
×
3
ｍ
の
池
を
掘
り
ハ
ス
を
植
え
る

　
②
金
熊
寺
の
池
に
も
ハ
ス
を
植
え
る

　
③
ハ
ス
池
を
た
く
さ
ん
作
る

　
　
　
↓
そ
し
て
…

　
ハ
ス
池
の

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
茶
会
、
ラ
イ
ブ

【
仲
間
・
ア
イ
デ
ア
を
ふ
や
す
】

　
・
大
学
生
と
連
携
す
る

【
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
】

　
・
フ
ェ
ス
の
時
に
の
ぼ
り
を
た
て
る

　
・
SN
S
で
ひ
ろ
め
る

　
・（
他
の
・
自
前
の
）
イ
ベ
ン
ト
を
利
用

【
次
回
ま
で
の
宿
題
】
う
え
に
か
か
れ
て
い
る
11
の
「
方
向
性
（【
】
の
グ
ル
ー
プ
）」
の
う
ち
、
皆
さ
ん
が
今
年
や
っ
て
み
た
い
ベ

ス
ト
3
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
方
法
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
く
だ
さ
い

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター１



11

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
2
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

植
替
え
て
日
程
を
決
め
る

02 日
時
：
平
成
28
年
4
月
14
・
15
日
（
木
・
金
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
8
名
（
4/
14
）、
12
名
（
4/
15
）

■
お
お
よ
そ
の
内
容

4/
14
 
10
：
00
～
11
：
30
　
ハ
ス
の
植
替
え

5
鉢
の
植
替
え
だ
け
で
な
く
、
ビ
オ
ラ
、
あ
や
め
、
あ
じ
さ

い
を
植
え
た
花
壇
ま
で
き
れ
い
に
雑
草
を
抜
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

4/
15
　
10
：
00
～
12
：
00
　
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
決
め
る
。

ま
ず
は
日
程
の
確
定
、
そ
し
て
方
向
性
と
新
た
に
取
り
組
む
内

容
を
、
前
回
の
ア
イ
デ
ア
だ
し
で
で
た
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

か
ら
、「
私
が
で
き
る
」
ア
イ
デ
ア
を
選
び
出
す
作
業
で
す
。

植
え
か
え
る
こ
と
で
、
15
→
20
に
！

今
年
は
5
鉢
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
増
や

し
た
鉢
は
、
昨
年
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
た
3
鉢
か
ら
株
分

け
し
た
も
の
。
し
か
も
一
鉢
を
4
分
割
し
て
塊
ご
と
植
え
た

の
で
、
昨
年
よ
り
も
発
育
が
い
い
は
ず
で
す
。

① 育 ち が よ く 花 が 咲 い た 鉢 を 株 分

け す る こ と に し ま し た 。 ま ず は 水

を 抜 い て 運 び や す く し ま す 。

② 60 ℓ の 鉢 、 し か も 水 を 含 ん だ 土

な の で か な り の 重 量 に 。 大 人 二 人

で も キ ツ イ 重 さ で す 。

③ 台 車 で 向 か う は … 駐 車 場 。 植 替

え 作 業 を そ こ で 行 い ま す 。

④ 運 ば れ た 鉢 は ケ ン ス コ で 、 ４ つ

に 切 り 分 け ま す 。 レ ン コ ン が ま わ

り な か な か 切 れ ま せ ん 。

⑤ 切 り 分 け た 株 を 塊 の ま ま 新 し い

鉢 に 入 れ 土 を 入 れ ま す 。

⑥ 新 た に 植 え 替 え た ハ ス は 東 端 に

あ る ５ 鉢 。 成 長 が 楽 し み で す

ヨ
イ
シ
ョ
！

お
も
い
‼

急
げ
！

な
か
な
か
切
れ
な
い
！

土
は
た
く
さ
ん
！

完
了
！

に
っ
こ
に
こ
の
笑
顔
で
の
植
替
え
作
業
と
な
り
ま
し
た

「
や
っ
て
み
た
い
」
70
の
ア
イ
デ
ア
を

「
私
が
て
き
る
」
4
つ
の
ア
イ
デ
ア
に
！

前
回
の
W
S
で
は
、お
お
よ
そ
70
の
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

と
、
11
の
「
方
向
性
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
問
題
は
ど

こ
ま
で
で
き
る
の
か
？
で
す
。
今
回
は
「
私
が
で
き
る
」
ア

イ
デ
ア
に
絞
っ
た
と
こ
ろ
、
よ
り
多
く
の
団
体
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
出
演
者
を
公
募
（
6
月
広
報
で
募

集
予
定
）。
演
奏
の
機
会
を
さ
が
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

の
発
表
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
は
、
新
た
な
団
体
さ
ん
に
声
が
け
し
て
「
営

利
の
み
の
物
販
は
N
G」
と
い
う
ル
ー
ル
の
も
と
連
携
先
の

開
拓
に
努
め
る
こ
と
に
。
障
が
い
者
の
就
労
継
続
支
援
事
業

を
行
う
N
PO
法
人
H
O
S
さ
ん
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
結
果
、
味

噌
や
野
菜
な
ど
の
物
販
で
連
携
を
視
野
に
丁
寧
に
話
し
合
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

食
べ
て
楽
し
む
は
、
ち
ま
き
と
チ
ッ
プ
ス

飲
ん
で
…
は
施
設
の
性
格
上
難
し
い
の
で
、
食
べ
て
楽
し
む

を
、
レ
シ
ピ
の
作
成
と
配
布
か
ら
始
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
前
日
掘
り
起
こ
し
た
レ
ン
コ
ン
を
薄
味
で
煮
た
と
こ

ろ
「
ま
あ
ま
あ
」
の
お
味
だ
っ
た
の
で
、
レ
ン
コ
ン
チ
ッ
プ

ス
を
試
作
。
ハ
ス
の
葉
を
使
っ
た
杭
州
料
理
を
参
考
に
、
古

代
ハ
ス
ち
ま
き
の
開
発
も
進
め
ま
す
。

取
り
組
み
を
し
っ
て
も
ら
う
！

事
務
局
と
し
て
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
獲
得
が
最
優
先
の
課
題
。

い
き
な
り
「
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
誘
っ
て
も
？
な

の
で
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
を
し
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
fa
ce
bo
ok
な
ど
の
SN
S
を
つ
か
っ

て
情
報
を
こ
ま
め
に
発
信
。目
的
は
、ま
ず
は
フ
ァ
ン
の
獲
得
。

そ
こ
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
化
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
化
し
て
も
ら
え
る

人
を
増
や
し
て
い
く
算
段
で
す
。

ハ
ス
を
増
や
す
！

市
民
体
育
館
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
「
い

け
そ
う
よ
」と
の
お
返
事
。事
務
局
が
あ
た
ふ
た
し
た
も
の
の
、

前
向
き
に
話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
て
い
ね
い
な
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
で
、
い
い
形
で
ハ
ス
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。

ハ
ス
コ
ン
は
7/
16
（
土
）、
ハ
ス
フ
ェ
ス
は
7/
29
（
金
）

今
年
度
は
8
月
に
怒
涛
の
行
事
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
の
で
、
7

月
中
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
は
土

日
開
催
を
！
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、

平
日
開
催
が
安
定
し
た
人
員
配
置
が
可
能
な
の
で
す
…
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
や
る
気
満
々
の
み
な
さ
ん
！

「
や
り
た
い
こ
と
」
は
野
望
に
、

「
で
き
る
こ
と
」
か
ら
始
め
ま
す

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

【
と
き
】
5
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　

■
次
回
の
ご
あ
ん
な
い
　「
ハ
ス
フ
ェ
ス
を
考
え
る
」

【
次
回
ま
で
の
宿
題
】
ハ
ス
フ
ェ
ス
で
の
自
分
の
担
当
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
担
当
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
、
今
年
の

自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

ハ
ス
を
増
や
す
時
に
は
、
事
務
局
ま
で
電
話
を
！

こ
れ
ま
で
、
2
件
の
お
話
を
頂
き
う
ち
1
件
の
、
市
民
体
育

館
と
は
丁
寧
な
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
株
分
け
す
る
方
向
で

話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
あ
そ
こ
で
ハ
ス
を
増
や
し
て
み
た
い
ら
し
い
！
」

と
い
っ
た
あ
り
が
た
い
お
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で

す
。
話
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
相
手
方
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
て
い
ね
い
な
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん

い
い
形
で
ハ
ス
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター2
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海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
3
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
担
当
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

03 日
時
：
平
成
28
年
5
月
12
日
（
木
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
18
名

■
向
か
う
と
こ
ろ
を
整
理
し
て
内
容
を
決
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
き
な
り
決
め
る
の
で
は
な
く
…
自
分
た
ち

が
楽
し
め
る
範
囲
を
意
識
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
シ
ゴ
ト
で
は
な
い
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
を
意
識
す
る
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
ん
ど
い
レ
ベ
ル
ま
で
頑
張
り
す
ぎ
る

と
、
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
こ
の
取
り
組
み
を
ぼ
ち
ぼ
ち
と
続

け
る
た
め
、
て
い
ね
い
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

関
わ
り
方
を
、
自
分
た
ち
を
起
点
に
考
え
る
！

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
込
む
前
に
、
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
ハ
ス
フ
ェ
ス

タ
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
が
も
と
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

ハ
ス
コ
ン
は
、い
ろ
ん
な
人
が
仲
良
く
な
る
場
に
！

音
楽
を
「
聞
く

側
」
が
大
半
の
皆
さ

ん
。
コ
ン
サ
ー
ト
も

「
フ
ァ
ン
（
来
場
者
）

と
し
て
か
か
わ
り
た

い
」
と
の
意
見
が
大

半
で
す
。
た
だ
し
、
会
場
の
準
備
や
片
づ
け
、
場
内
整
理

な
ど
、
出
演
者
の
サ
ポ
ー
ト
は
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
と
の
こ

と
。「
人
と
の
出
え
会
い
」
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
か
か
わ
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

同
士
が
仲
良
く
な
っ
た
り
、演
奏
者
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
と
も
、

深
い
関
係
性
が
築
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

フ
ェ
ス
タ
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
楽
し
む
場
に
！

や
は
り
「
来
場
者
と

一
緒
に
」、
「
子
ど

も
と
一
緒
に
」
楽

し
め
る
の
が
ハ
ス

フ
ェ
ス
タ
の
魅
力
。

フ
ァ
ン
（
来
場
者
）

が
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
で
あ
れ
ば
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
皆
さ

ん
）
が
楽
し
め
る
場
と
い
う
こ
と
。
来
場
者
（
子
ど
も
）

が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
す
。

関
わ
る
人
の
う
ち
だ
れ
を
増
や
し
た
い
の
か
考
え
る

次
に
、
た
だ
「
来
場
者
を
増
や
そ
う
」
と
突
っ
走
る
の
で
は

な
く
、
皆
さ
ん
が
「
楽
し
め
る
」
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
に
、

「
フ
ァ
ン
（
来
場
者
）・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝

い
し
て
く
れ
る
方
）・
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
皆
さ
ん
の
よ
う
に
企
画

を
考
え
実
現
す
る
人
）」
が
ふ
え
る
と
…
「
い
い
こ
と
・
よ
く

な
い
こ
と
」
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
（
来
場
者
）
が
増
え
る
と
…

来
場
者
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い
も
の
。
そ
れ
だ
け
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
や
り
が
い
に
つ

な
が
る
か
ら
で
す
。
で
す
が
…
そ
う
も
い
か
な
い
事
情
が

あ
り
ま
す
。
ハ
ス
プ
ロ
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
20
人
弱
。

来
場
者
が
増
え
る
と
、
忙
し
く
な
り
す
ぎ
て
「
収
拾
が
つ

か
な
く
な
る
」
＝
皆
さ
ん
が
楽
し
め
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
解
決
策
が
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
ふ
や
す
こ
と
。
こ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
「
な
ん
だ
か

楽
し
そ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、「
大
学
生

の
皆
さ
ん
が
、
ぴ
っ
た
り
で
は
」
と
い
う
意
見
に
。
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
で
、
心
当
た
り
を
誘
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
（
助
け
て
く
れ
る
人
）
が
増
え
る
と
…

助
け
て
く
れ
る
人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も

の
。
自
分
た
ち
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
実
現
で
き
る
か
ら
で
す
。
で
す
が

…
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
と
い
う
も
の
な
い
！
と
い
う

意
見
が
で
ま
し
た
。
来
て
も
ら
う
か
ら
に
は
、
役
割
を
用

意
し
、
お
互
い
に
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

コ
ン
サ
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト
は
ま
か
せ
と
け
！
と
手
を
あ
げ
て
意
思
表
示

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

　
　
5/
26
（
木
）
10
時
～
12
時

　
　
　
　
企
画
の
内
容
と
準
備
物
チ
ェ
ッ
ク
、
チ
ラ
シ
発
表

　
　
6/
2（
木
）
10
時
～
12
時

　
　
　
　
企
画
ご
と
の
打
合
せ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
練
習
　
　

　
　
6/
27
（
月
）
9
時
半
～

　
　
　
　
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
替
え
、
チ
ラ
シ
の
配
布

　
　
7/
15
（
金
）
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
（
詳
細
は
未
定
）

　
★
7/
16
（
土
）
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
本
番

　
　
7/
28
（
木
）
フ
ェ
ス
タ
の
準
備
（
詳
細
は
未
定
）

　
★
7/
29
（
金
）
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
本
番

■
次
回
の
ご
あ
ん
な
い
　「
ハ
ス
フ
ェ
ス
を
考
え
る
」

【
次
回
ま
で
の
宿
題
】
ハ
ス
フ
ェ
ス
で
の
自
分
の
担
当
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
担
当
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
、
今
年
の

自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】
市
民
体
育
館
に
ハ
ス
を
植
え
ま
す
！

5/
12
、
市
民
体
育
館
の
方
が
埋
文
の
ハ
ス
を
見
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
古
代
ハ
ス
を
植
え
る
の
に
、
ど
う
し
た
も
の
か
？

現
地
で
確
認
し
な
が
ら
思
案
す
る
た
め
で
す
。
い
つ
、
ど
う

や
っ
て
植
え
る
の
か
は
未
定
で
す
が
、
進
展
が
あ
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

か
ら
で
す
。
せ
っ
か
く
サ
ポ
ー
ト
に
来
た
人
に
手
持
無
沙

汰
で
は
、「
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
な
る
か
ら
で
す
。

な
の
で
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
と
き
に
は
、
サ
ポ
ー

タ
ー
が
必
要
か
？
必
要
で
あ
れ
ば
何
人
必
要
な
の
か
？
も

考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
増
え
る
と
…

プ
イ
レ
イ
ヤ
ー
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い
も
の
。
問
題

は
ど
う
や
っ
て
増
や
す
か
で
す
。
で
も
い
き
な
り
「
こ
ん

な
こ
と
が
し
た
い
！
こ
の
指
と
ま
れ
」
と
言
い
出
す
人
は

な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
い
た
る
ま
で
の
準
備
体
操

と
、
人
間
関
係
の
構
築
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
意
見
が
出
た
の
が
「
ま
ず
は
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
か

か
わ
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
。
ち
ょ
こ
っ
と
か
じ
っ
て
い
る

間
に
、
い
つ
か
は
自
分
で
や
っ
て
み
た
い
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
、
い
つ
の
日
か
仲
間
を
募
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の

で
は
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。
ま
ず
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

獲
得
、
そ
こ
で
「
仲
間
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）」
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
働
き
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
楽
し
め
る
工
夫
を

前
回
の
話
合
い
で
は
、
①
メ
ダ
カ
を
増
や
す
、
②
SN
S
な
ど

で
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
、
③
食
べ
て
楽
し
む
（
ハ
ス

の
葉
の
ち
ま
き
、
レ
ン
コ
ン
チ
ッ
プ
ス
の
試
作
・
レ
シ
ピ
づ

く
り
）
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
「
花
」、「
咲
く
と
き
の
音
」、

「
レ
ン
コ
ン
の
味
」
を
楽
し
み
た
い
と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
だ
け
で
な
く
、
小
刻
み
な

イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
を
や
っ
て
み
た
い
と
の
意
見
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
必
要
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
も
、
ハ
ス
プ
ロ
関
連
に

今
年
は
、ま
い
ぶ
ん
ク
ラ
ブ
の
内
容（
毎
月
2
回
の
体
験
学
習
）

を
、
ハ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
性
の
あ
る
内
容
で
実
施
。

6/
11
・
25
に
は
古
代
ハ
ス
の
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー

づ
く
り
」。
ハ
ス
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
立
ち
葉
と
花
を
紙
で

作
っ
て
持
っ
て
帰
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

7/
9
に
は
古
代
ハ
ス
の
「
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
づ
く
り
」
を
実
施
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
誰
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム

昨
年
に
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
発
案
さ
れ
た
名
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、
出
演
団
体
（
個
人
も
可
）
を
公

募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
広
報
6
月
号
で
告
知
・
募

集
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
6
月
中
旬
を
目
途
に
決
め
込
み
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
詳
細
は
次
回
！

自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
役
割
分
担
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
は
な
し
あ
い
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
は
去
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。
詳

し
い
内
容
、
シ
ー
ト
に
ま
と
め
上
げ
て
次
回
に
話
し
合
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

欠
席
さ
れ
た
方
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
！

今
年
も
ご
一
緒
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
い
つ
で
も
埋
文
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
紹
介
し
き
れ
て
い
な
い
内
容
を
お
話
し

し
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
方
と
の
調
整
な
ど
、
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター3
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第
４
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

チ
ー
ム
と
し
て
の
話
合
い

04 日時：平成28
年
5
月
26
日
（
木
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
16
名

【
つ
ぼ
み
が
出
ま
し
た
！
】
こ
の
日
の
朝
、
Iさ
ん
が
「
端
っ
こ
の

ヤ
ツ
み
て
み
、
ち
い
ち
ゃ
い
の
が
ぴ
っ
と
出
て
る
で
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
開
花
は
2
週
間
後
？
楽
し
み
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
考
え
る

親
分
の
M
さ
ん
か
ら
の
説
明
で
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
内

容
。
7/
16
の
本
番
は
「
座
席
10
0、
演
目
４
組
、
各
30
分
」

と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
結
果
、
お
茶
席
（
畳

を
用
意
）
は
本
格
的
な
も
の
に
。
壁
面
に
は
昨
年
と
同
じ
く

小
紬
屋
か
ん
野
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
。
今
年
は
新
企

画
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
楽
器
を
会
場
サ
ロ
ン
に
お
い
て
み

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
鳴
ら
せ
る
そ
う
で
、
楽
し
い

雰
囲
気
に
な
る
か
も
！

当
日
ま
で
の
作
業
で
一
番
大
事
な
の
は
、
垂
幕
の
デ
ザ
イ
ン
。

6/
27
の
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
替
え
の
時
に
、
皆
さ
ん
の
意

見
や
造
作
を
取
り
込
ん
だ
も
の
に
す
る
会
議
を
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
演
目
が
決
ま
る
の
は
6/
16
以
降
。「
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
お
と
な
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
」
そ
う
で
す
。

ハ
ス
フ
ェ
ス
を
考
え
る
！

チ
ー
ム
分
け
を
明
確
に
行
い
ま
し
た
、
そ
の
う
え
で
、
準
備

す
る
べ
き
モ
ノ
や
、
打
合
せ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
練
習
な
ど
を

す
る
必
要
な
ど
、
各
チ
ー
ム
で
は
な
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
け
っ
こ
う
熱
の
入
っ
た
打
合
せ
に
な
り
、
最
後
の
発
表

で
は
10
分
以
上
も
時
間
超
過
に
。

今
年
は
各
ブ
ー
ス
の
配
置
を
皆
さ
ん
に
決
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
陣
取
り
合
戦
！

開
い
た
隙
間
に
、
依
頼
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
自
分
た
ち
の
都
合

に
合
わ
せ
て
」
配
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
納
得
の
配
置
で
す
。

そ
の
後
、
パ
ン
チ
ー
ム
は
さ
っ
そ
く
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー

さ
ん
と
調
整
。
担
当
の
方
と
お
話
し
し
「
形
は
ハ
ス
の
花
、

味
は
6
種
の
ク
リ
ー
ム
」
で
試
作
品
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
。
試
食
は
6/
2、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
！

■
皆
さ
ん
で
段
取
り
を
考
え
ま
し
た
！

こ
れ
ま
で
は
事
務
局
で
考
え
て
い
た
こ
と
も
、
今
年
は
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
事
務
局
の
準
備

不
足
で
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
が
…
皆
さ
ん

意
見
を
活
発
に
出
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
と
め
き
れ
な

い
ほ
ど
の
内
容
な
の
で
す
が
、
ひ
と
ま
ず
お
知
ら
せ
に
！

ハ
ス
フ
ェ
ス
の
ブ
ー
ス
の
配
置
で
す
。

各
チ
ー
ム
と
も
人
の
流
れ
を
つ
く
る
た

め
ま
わ
り
の
ブ
ー
ス
を
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

ハ
ス
フ
ェ
し
た
の
開
催
に
向
け
て
　
今
後
は
各
チ
ー
ム

ご
と
で
の
活
動
に
な
り
ま
す
。
チ
ー
ム
の
集
ま
り
な
ど
、
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
6/
2
に

集
ま
る
チ
ー
ム
は
ハ
ス
パ
ン
の
試
食
に
参
加
で
き
そ
う
で
す
。

6/
27
の
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
替
え
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

■
ご
あ
ん
な
い
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
向
け
て
　
コ
ン
サ
ー
ト
は

M
さ
ん
が
親
方
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
サ
ポ
ー

タ
ー
。
6/
27
の
垂
幕
会
議
で
は
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
の
せ
て

デ
ザ
イ
ン
し
た
垂
幕
を
つ
く
り
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

そ
し
て
当
日
は
サ
ポ
ー
ト
役
に
！

6/
16

6/
27

7/
15

7/
16

8/
5

6/
2

6/
27

7/
28

7/
29

6/
1

出 展 ・ 演 者 と 調 整 、

各 チ ー ム の 打 合 せ

保 健 所 指 導

依 頼 文 作 成

チ ラ シ 作 製 な ど

チ ー ム 打 合 せ

10 時 か ら

パ ン 打 合 せ

出 演 団 体 公 募

（ 広 報 ６ 月 号 ）

出 演 団 体 会 議

10 時 か ら

植 替 え ９ 時 か ら

チ ラ シ 配 布

チ ラ シ 作 製 ・ 確 定 ・ 配 布 、 リ リ ー ス

晴 天 時 に イ ス を 借 用 し 運 搬

ハ ス コ ン 本 番

ハ ス コ ン 準 備

15 時 か ら

ハ ス フ ェ ス 本 番

ハ ス フ ェ ス 準 備

９ 時 か ら

垂 幕 確 定 会 議

8/
5
8/
5
8

ハ ス コ ン サ ー ト ハ ス コ ン フ ェ ス タ

お 疲 れ 会 10 時 か ら各 チ ー ム の リ ー ダ ー た ち

当 日 は サ ポ ー ト し て く れ る メ ン

バ ー も 集 め て い る そ う で か な り

に ぎ や か に な り そ う で す 。

減
農
薬
米
で
作
っ
た

味
噌
を
！

コ ン サ ー ト は

任 せ て ！

折
り
紙
と
タ
コ
釣
り
よ
！

お 茶 を 一 服 ！

ハ
ス
の
花
の
形
の
パ
ン
を

パ
ン
屋
さ
ん
と
作
り
ま
す
！

落 書 き 、 鉄 砲

　 メ イ ク に 会 場 案 内

　 　 我 々 に 任 せ て ！

【
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！
】
ご
ら
ん
の
と
お
り
、
か

な
り
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
暑
い
夏
場
で
す
の
で
、
ヘ

ト
ヘ
ト
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
…
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
お
友
達

な
ど
、「
ち
ょ
こ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
方
に
お
声
が

け
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター4
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今
年
も
ひ
と
段
落

ハ
ス
コ
ン
ハ
ス
フ
ェ
ス

05 6回のワー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
準
備
し
て
き
た
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
ハ
ス

フ
ェ
ス
タ
。
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
7/
16
）
は
今
年
初
め
て
演
奏
団
体
を
広

報
6
月
号
で
募
集
。
結
果
、
2
団
体
の
演
奏
で
19
6
名
の
来
場
者
で
し
た
。

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
（
7/
29
）
は
64
7
名
の
来
場
者
で
、
小
学
校
低
学
年
以
下

の
親
子
連
れ
が
大
半
の
様
子
で
し
た
。
 

 

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
団
体
を
公
募

7/
16
に
開
催
し
た
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
。
大
人
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
当
日
も
古
代
ハ
ス
が
（
一

輪
で
す
が
）
お
出
迎
え
。
19
0
名
以
上
の
方
々
に
「
古
代
ハ

ス
の
花
の
咲
く
場
所
（
ま
い
ぶ
ん
）」
を
、思
い
思
い
の
形
で
、

楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
出
演
団
体
の
公
募
に
挑
戦
。『
広
報
せ
ん
な
ん
』

6
月
号
で
募
集
し
た
結
果
、
2
団
体
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ロ
ガ
ッ
テ
ィ
さ
ん
は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
。
声
楽
家
の

方
々
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
初
め
て
の
こ
と
。
繊
細
で
す
が

音
量
の
あ
る
歌
声
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ギ
タ
ー
と
マ

ン
ド
リ
ン
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
11
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル
ぼ
ち
ぼ
ち
さ
ん
は
、
5
曲
を
披

露
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
曲
調
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
音
色
が

雰
囲
気
を
も
り
た
て
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
次
年
度
は
公
募
を
3
月
に
は
実
施
、
準
備
万
端
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
」
と
意
気
込
む
、
み
よ
さ
ん
。
１
月
に
は
企
画
を

ま
と
め
て
、
準
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

産
経
新
聞
の
紙
面
を
飾
っ
た
「
く
ま
さ
ん
」
撮
影
の
写
真

障
子
紙
に
色
を
塗
っ
て
→

←
グ
ル
―
ガ
ン
で
固
定

葉
っ
ぱ
は
針
金
も
使
っ
て
→

←
２
日
か
け
て
完
成

今
年
は
会
場
の
し
つ
ら
え
を
イ
ベ
ン
ト
化

ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
に
向
け
て
、
し
つ
ら
え

に
使
う
「
古
代
ハ
ス
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
」
づ
く
り

を
イ
ベ
ン
ト
化
。6
/1
1
と
6/
25
に
8
人
で
つ
く
り
ま
し
た
。

当
日
、
産
経
新
聞
と
読
売
新
聞
で
告
知
さ
れ
た
の
で
大
入
り
に

お
と
な
の
た
め
の
企
画
で
す
。
当
日
は
19
0
名
以
上
の
方
が「
ハ
ス
の
あ
る
場
所（
ま

い
ぶ
ん
）」
で
、
音
楽
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
お
茶
の
お
点
前
を
楽
し
ん
で
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
入
り
口
を
飾
り
ま
し
た
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
概
要

■
本
事
業
に
参
画
し
た
住
民
 　
約
90
名

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
6
回
　
参
加
者
19
名
（
の
べ
 8
3
名
）

内
訳
：
3/
10
（
15
名
）、
4/
14
（
8
名
）、
4/
15
（
12
名
）、

5/
12
（
18
名
）、
5/
26
（
16
名
）、
6/
11
（
14
名
）

■
チ
ー
ム
ご
と
の
あ
つ
ま
り
　
9
回

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
づ
く
り
6/
11
・
6/
25
（
4
名
）、

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
団
体
打
合
せ
6/
16
（
4
名
）、
ハ
ス
植
え
替
え

6/
24
（
6
名
）、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
植
替
え
6/
27
（
10
名
）、

パ
ン
販
売
の
打
合
せ
6/
2（
1
名
）、
泉
佐
野
保
健
所
に
食
品
提

供
の
相
談
7/
1（
2
名
）、
コ
ン
サ
ー
ト
準
備
と
イ
ス
運
び
7/
15
（
6

名
）、
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
準
備
（
15
名
）

■
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

　「
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」　
19
6
名
（
昨
年
は
13
0）

　（
内
訳
：
来
場
者
13
0
名
、
出
演
者
66
名
）

「
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
」　
64
7
名
（
昨
年
は
70
3）

（
内
訳
：
来
場
者
52
8
名
、ス
タ
ッ
フ
27
名
、出
演
者
等
92
名
）

■
本
事
業
の
紹
介

　『
ニ
ュ
ー
ス
せ
ん
な
ん
』
7/
9

　『
読
売
新
聞
』
堺
泉
州
版
7/
16
朝
刊

『
産
経
新
聞
』
泉
州
版
7/
16
朝
刊

「
ハ
ス
の
折
り
紙
教
室
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

参
加
者
51
名

「
ス
ト
ロ
ー
で
管
玉

　
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

参
加
者
：
44
名

「
な
り
き
り
原
始
人
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

「
限
定
！
ハ
ス
の
花
の

　
　
　
　
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」

協
力
：
さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

30
0
個
完
売

「
楽
し
く
！

親
子
で
遊
ぼ
う
」

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り

参
加
者
46
名

「
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
」

信
達
中
学
校

ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

参
加
者
54
名

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」

い
ず
み
バ
ン
ド

参
加
者
21
名

「
作
ろ
う
！
世
界
で
一
つ
の

　
消
し
ゴ
ム
ま
が
玉
」

府
立
弥
生
文
化
博
物
館

参
加
者
60
名

「
折
り
紙
で
遊
ぼ
う
！
」

小
谷
城
郷
土
館

参
加
者
58
名

「
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
」

き
し
わ
だ
自
然
資
料
館

参
加
者
83
名

「
わ
り
ば
し
鉄
砲
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
　

参
加
者
52
個

「
お
で
か
け
ガ
ス
科
学
館

　
液
体
ち
っ
素
の
実
験
」

大
阪
ガ
ス
　
ガ
ス
科
学
館

参
加
者
83
名

「
お
顔
に
ら
く
が
き

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

参
加
者
81
名

「
減
農
薬
の
味
噌
と
野
菜
」

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
H
O
S

「
星
形
ペ
ン
ダ
ン
ト
を

　
つ
く
ろ
う
！
」

池
上
曽
根
弥
生
学
習
館

参
加
者
10
0
名
　

「
小
袖
屋
か
ん
野

作
品
展
」

小
袖
屋
か
ん
野

「
お
茶
席
」

伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
有
志

参
加
者
10
0
名

「
落
書
き
ば
ん
ざ
い
」

協
力
：
鳥
取
県
立
博
物
館

ハ
ス
フ
ェ
ス
タ

親
子
連
れ
の
た
め
の
企
画
で
す
。
当
日
は
64
7
名
の
方
が
「
ハ
ス
の
あ
る
場
所
（
ま

い
ぶ
ん
）」
で
、
ほ
ぼ
一
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
陶
器
の
作
品
と
パ
ン
」

デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
」

紀
伊
風
土
記
の
丘

参
加
者
90
名

「
タ
コ
釣
り
大
会
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

参
加
者
79
名

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター5
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来
年
に
向
け
て

06 日時：平成28
年
8
月
5
日
（
金
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
8
名

■
来
年
の
方
向
性
を
話
し
合
う

今
年
度
の
取
組
み
と
、
花
の
開
花
が
ひ
と
段
落
し
た
直
後
に

設
定
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
①
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
②
ハ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
考
え
る
!

ま
ず
は
ハ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
昨

年
よ
り
も
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
の
で
、
工
夫
す
る
べ
き

と
こ
ろ
な
ど
、
意
見
が
出
る
の
か
心
配
だ
っ
た
の
で
す
が
、

具
体
的
な
改
善
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」

・
人
（
来
場
者
は
19
0
名
ほ
ど
で
前
年
の
14
6％
）
が
多
い
。

・
全
体
の
な
が
れ
が
よ
か
っ
た
。

２
団
体
の
演
奏
の
間
（
休
憩
時
間
）
に
、
伝
統
文
化
子
ど

も
教
室
の
お
茶
の
お
点
前
が
あ
っ
た
か
ら
。
コ
ン
サ
ー
ト

担
当
の
ｍ
さ
ん
に
よ
る
と
、
た
だ
の
休
憩
で
は
な
く
お
点

前
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ご
し
て
も

ら
え
る
」
の
で
よ
い
の
だ
と
か
。
ち
な
み
に
こ
こ
で
の
お

点
前
は
、
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
「
発
表
の
場
」。
い
ち
ば
ん
下
で
は
小
学
校
2
年
生

が
張
り
切
っ
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
。
ま
ず
「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」
と
「
工
夫
す
る
べ

き
と
こ
ろ
」
を
自
由
に
発
言
し
て
も
ら
い
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
っ
た
意
見
を
ま
と
め
て
「
来
年
に
向
け
て
の
指

針
」
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
お
も
に
、
行
事
の

内
容
、行
事
の
準
備
の
方
法
、お
金
の
扱
い
に
つ
い
て
で
し
た
。

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

・
雰
囲
気
が
い
い
。

声
楽
（
泉
南
市
で

は
珍
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
が
あ
っ
た

こ
と
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
合
奏
が

あ
っ
た
こ
と
、（
歌

声
喫
茶
の
よ
う
に
）

「
一
緒
に
歌
え
る

場
」
に
な
っ
た
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
「
工

夫
す
る
べ
き
と
こ

ろ
」

・
ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ
た
こ
と
。

今
年
は
6
月
頃
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
を
開
始
。
し
か

し
た
っ
た
2
か
月
足
ら
ず
で
は
出
演
団
体
に
と
っ
て
練
習

時
間
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
出
演
団
体
を
公
募
し
た
の
が
6
月
広
報
。
出
演
し

よ
う
と
い
う
団
体
に
と
っ
て
、
出
演
決
定
か
ら
コ
ン
サ
ー

ト
当
日
ま
で
4
か
月
ほ
ど
の
期
間
が
あ
る
と
余
裕
を
も
っ

て
準
備
で
き
る
そ
う
で
す
。

・
コ
ン
サ
ー
ト
の
案
内
は
（
聞
き
取
り
や
す
い
）
女
性
で

・
日
程
は
（
文
化
協
会
の
コ
ン
サ
ー
ト
）
海
の
日
を
外
す

コ
ン
サ
ー
ト
の
「
来
年
の
指
針
」

・
1
月
か
ら
準
備
開
始
、
演
奏
は
公
募
、
開
催
回
数
は
1
回
。

・
基
本
の
ス
タ
イ
ル
は
、
2
団
体
講
演
で
伝
統
文
化
子
ど
も
教

　
室
さ
ん
の
お
点
前
を
休
憩
時
間
に
実
施
。

・
子
ど
も
達
も
発
表
者
！
皆
さ
ん
で
お
茶
を
い
た
だ
こ
う
。

ハ
ス
フ
ェ
ス
を
考
え
る
！

昨
年
と
の
違
い
は
、
今
年
は
入
館
者
数
が
1
割
減
で
、
午
前

中
の
み
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と
。
ハ
ス
フ
ェ
ス
の
来
場

者
を
「
タ
ダ
で
平
日
昼
間
に
、
涼
し
く
す
ご
し
た
い
、
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
」
に
設
定
し
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

ハ
ス
フ
ェ
ス
の
「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」

・
午
前
中
に
来
場
者
が
殺
到
し
た
。

と
く
に
割
り
ば
し
鉄
砲
と
、
タ
コ
釣
り
が
大
人
気
だ
っ
た
。

・
10
円
を
集
め
た
こ
と

今
年
は
じ
め
て
材
料
費
（
10
円
、
折
り
紙
以
外
）
を
と
っ

た
が
意
外
と
「
気
持
ち
よ
く
払
っ
て
く
れ
た
」。
無
料
で
な

く
で
も
来
場
者
は
納
得
し
て
く
れ
て
い
る
。

ハ
ス
フ
ェ
ス
の
「
工
夫
す
る
べ
き
と
こ
ろ
」

・
場
所
が
狭
か
っ
た

　（
事
務
局
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
詰
め
込
み
過
ぎ
た
の
で
）
各

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

そ
う
で
す
。
コ
ー
ス
外
で
10
0㎡
ほ
ど
の
池
。
林
道
が
隣
接

し
て
お
り
、
行
き
来
は
自
由
で
す
。

た
だ
、（
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し
て
）
先
方
の
好
意
で
ご
協
力

い
た
だ
く
の
か
、（
体
育
館
の
よ
う
に
）
主
体
的
に
栽
培
し
て

い
た
だ
く
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
土
地
の
所
有
者
に
納
得

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
丁
寧
な
話
し
合
い
の
準

備
で
す
の
で
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
ご
案
内
】
池
に
ハ
ス
を
植
え
る
計
画
！
始
ま
り
ま
す

　
■
日
時
　
9/
8（
木
）
10
時
か
ら
12
時

　
■
場
所
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
の
池
で
ハ
ス
を
栽
培
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ｍ
さ
ん
の
発
案
で
す
。
兎
田
に
あ
る
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー

の
所
有
地
内
に
あ
る
池
で
古
代
ハ
ス
を
育
て
る
こ
と
が
出
来

【
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！
】
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
お

友
達
な
ど
、「
ち
ょ
こ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
方
に
お

声
が
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

コ
ー
ナ
ー
と
も
狭
い
思
い
を
し
た
。
と
く
に
割
り
ば
し
鉄
砲

コ
ー
ナ
ー
は
机
も
な
く
相
輪
模
型
の
台
の
上
で
相
手
し
て
い

た
。
お
ち
つ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
な
い
と
、
来
場
者
の

滞
留
が
少
な
く
な
る
。
適
正
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
を
制
限
す
る
べ
き
。

・
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
の
水
性
ク
レ
ヨ
ン
が
描
け
な
い

・
ジ
ュ
ー
ス
は
リ
ン
ゴ
、
パ
ン
の
販
売
は
1
店
舗
で
！

・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

　
お
茶
席
を
出
窓
西
端
に
（
お
茶
控
室
は
調
研
に
）
移
動
さ

せ
、
図
書
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
物
販
を
か
た
め
る
。

・
材
料
費
の
あ
つ
め
方
を
工
夫
す
る
べ
き
　

　
共
通
券
（
チ
ケ
ッ
ト
）、
各
ブ
ー
ス
で
の
集
金
、
全
体
で

帳
尻
を
合
わ
せ
る
、
の
3
方
式
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ベ
ス
ト

は
ど
れ
か
？

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
来
場
者
に
あ
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る

お
や
こ
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
置
す
る
と
い
い
の
か

も
？
た
と
え
ば
、組
み
ひ
も
は
参
加
者
（
未
就
園
児
）
に
と
っ

て
「
む
ず
か
し
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
保
護
者
が
体
験
し

た
い
内
容
。
親
が
熱
中
し
て
し
ま
う
と
、
子
ど
も
は
暇
に
な

る
。
ス
ト
ロ
ー
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
タ
コ
釣
り
は
未
就
園
児
で
も

一
人
で
で
き
る
の
で
ぴ
っ
た
り
。
な
の
で
、
隣
接
し
た
配
置

に
す
れ
ば
お
互
い
い
い
の
か
も
？

ハ
ス
フ
ェ
ス
の
「
来
年
の
指
針
」

・
適
正
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
と
、
滞
留
時
間
が
ふ
え
る
ブ
ー
ス

の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
。

・
材
料
代
を
集
め
る
方
法
を
（
チ
ケ
ッ
ト
制
か
個
別
徴
収
制

か
全
体
で
帳
尻
あ
わ
す
制
か
）
確
定
さ
せ
る
。

・
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
に
す
る
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター6
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ハ
ス
の
増
や
し
方
に
つ
い
て

07 日時：平成28
年
9
月
8
日
（
木
）

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
10
名

■
ハ
ス
を
ひ
ろ
め
る
望
ま
し
い
方
法
と
は
？

「
増
株
目
的
な
ら
池
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
O
K」
と
の
、
泉

南
カ
ン
ツ
リ
ー
さ
ん
の
ご
厚
意
を
受
け
て
の
話
合
い
。
な
ぜ

今
回
の
話
－
増
株
目
的
の
池
で
の
栽
培

7
月
半
ば
に
「
増
株
を
目
的
に
、
無
償
栽
培
い
た
だ
け
な
い

か
」
と
の
こ
ち
ら
か
ら
の
申
し
出
に
、「
オ
ー
ナ
ー
か
ら
O
K

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
の
支
配
人
さ
ま
の
お
返
事
。
8
月
中

旬
に
、
市
担
当
と
ｍ
さ
ん
が
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
に
て
支
配
人

さ
ま
と
お
話
し
し
、
現
地
を
確
認
。
今
後
は
、
具
体
的
な
話

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
お
話
に
伺

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
話
し
合
い
は
、
皆
さ
ん
の

合
意
形
成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。池
は
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー

さ
ん
の
所
有
地
内
（
コ
ー
ス
外
）
に
あ
り
、
広
さ
は
10
0㎡

ほ
ど
。
用
水
池
で
は
な
く
、
里
道
に
せ
っ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
状
で
は
お
願
い
す
る
に
は
準
備
不
足
！

そ
も
そ
も
市
役
所
の
事
業
な
の
で
、
市
役
所
か
ら
依
頼
で
き

れ
ば
い
い
の
で
す
が
…
結
論
か
ら
い
う
と
、
現
状
で
は
市
役

所
か
ら
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
さ
ん
に
、
依
頼
す
る
の
は
難
し
い

植
え
る
の
か
？
ど
う
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
？
で
き
る
か

ぎ
り
想
像
し
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
今
回
は
他
人
の
財
産
（
不
動
産
）
を
扱
う
た

め
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
考
え
る
事
業
へ
の
か
か
わ

り
方
、
事
業
を
主
催
す
る
教
育
委
員
会
と
し
て
の
立
場
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

海
会
寺
ハ
ス
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

話
。
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
ふ
ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、
ご
厚

意
に
甘
え
る
現
状
で
は
、
市
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
る
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
で
話
合
い
の
結
果
、
却
下
。「
市
の
主
催
事
業
を
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
我
々
の
立
ち
位
置
だ
」
と
の
考
え
方
に
、

こ
の
日
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
同
意
。
つ
ま
り
「
任
意
団
体
を

つ
く
っ
て
ま
で
活
動
す
る
の
は
荷
が
重
い
」
と
の
意
見
で
す
。

ま
ず
は
、
長
い
目
で
見
て
丁
寧
な
話
し
合
い
を

で
あ
れ
ば
、
今
回
の
話
は
と
ん
挫
？
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
話
合
い
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
9
月
初
旬
に

泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
へ
支
配
人
さ
ま
と
お
話
に
行
き
ま
し
た
。

「
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
考
え
る
と
丁
寧
に
お
話
し
し
た
方
が
い

い
で
す
ね
」
と
の
意
見
。「
増
株
を
目
的
と
し
た
池
の
提
供
な

ら
ok
で
す
よ
」
と
の
温
か
い
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま い ぶ ん

提
供
先

提
供
先

提
供
先

提
供
先

レ
ン
コ
ン

を 配
布

現
状

ま
い
ぶ
ん
の
株
を
確
保
す
る
の
で

年
に
数
株
し
か
株
分
け
で
き
な
い

池 で 増 産

（ 配 布 目 的 ）

今
回
の
案

ま
い
ぶ
ん
の
株
を
確
保
し
な
が
ら

大
量
に
株
分
け
が
可
能
に
な
る

今
回
の
話
合
い
の
テ
ー
マ

ま
い
ぶ
ん
の
株
を
確
保
し
つ
つ
、
大
量
に
株
分
け
を
可
能
に

す
る
こ
と
が
目
的
。
そ
の
た
め
の
池
を
無
償
で
お
借
り
す
る

お
願
い
に
、
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
さ
ん
が
「
増
株
が
目
的
な
ら

こ
の
池
で
！
」
と
了
解
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

皆
さ
ん
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

毎 年 株 分 け の 時 期 に 「 ま い ぶ ん

の 株 が な く な る 」 と な る の で …

レ
ン
コ
ン
を 配
布

レ
ン
コ
ン

を 配
布

レンコンを配布

レ
ン
コ
ン

を
配
布

レ
ン
コ
ン を 配

布

レ
ン
コ
ン

を
配
布

ま
ず
は
「
お
ス
ス
メ
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

無
理
の
な
い
形
で
古
代
ハ
ス
を
増
や
す
た
め
に
は
、
丁
寧

に
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
、
事
務
局
担
当
は
考
え
て
い

ま
す
。「
お
願
い
（
依
頼
）」
す
る
の
で
、
問
題
が
起
こ
っ

た
時
が
心
配
で
す
。
現
状
で
は
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
な
た
め
で
す
。
で
も
、「
お
勧
め
す
る
（
お

す
そ
分
け
す
る
）」
の
で
あ
れ
ば
、
い
ま
す
ぐ
に
で
も
取

り
組
め
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
こ
の
場
合
だ
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。「
主
体
的
な
活
動
を
す
る
方
」
を
増
や
す
結
果

に
な
る
か
ら
で
す
。

「
こ
ち
ら
か
ら
責
任
を
も
っ
て
オ
ネ
ガ
イ
で
き
る
ほ
ど

フ
ォ
ロ
ー
は
で
き
な
い
の
で
す
が
…
と
て
も
き
れ
い
な

花
。
も
し
よ
か
っ
た
ら
レ
ン
コ
ン
の
株
分
け
は
で
き
る
の

で
、
試
し
に
植
え
て
み
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
提
案
が
、

今
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
、
ハ
ス
の
増
や
し
方
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

来
年
の
計
画
は
1
月
か
ら
動
き
始
め
ま
す

来
年
の
開
始
は
1
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
。
ハ
ス
の
植
替

え
は
3
月
な
の
で
す
が
、
植
え
替
え
時
に
「
ハ
ス
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
勧
め
す
る
計
画
も
進
め
ら
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
か
ら
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
と
ハ
ス
の
株
分
け
に
む

け
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

う
ま
く
育
て
る
た
め
の
工
夫

今
年
初
め
て
株
分
け
を
し
た
市
民
体
育
館
は
大
成
功
で
し
た
。

6
月
に
植
え
替
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
つ
の
花
が
咲
き

ま
し
た
。
な
の
で
来
年
に
向
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

①
照
り
返
し
を
何
と
か
す
る

チ
リ
チ
リ
に
巻
い
て
し
ま
っ
た
葉
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
照
り
返
し
の
熱
が
葉
に
当
た
っ
て
い
る
か
で
、
ハ

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

【
ご
案
内
】
ビ
オ
ラ
を
植
え
ま
し
ょ
う
！

　
■
日
時
　
11
/■
（
月
）
10
時
か
ら
12
時

　
■
場
所
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
T
さ
ん
、
M
さ
ん
。
秋
冬

の
花
の
苗
を
用
意
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ

の
時
期
も
終
わ
り
な
の
で
、
新
た
に
植
え
替
え
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
し
ま
し
ょ
！

皆
さ
ん
の
ま
わ
り

の
お
友
達
な
ど
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
や
っ

て
み
た
い
！
」
と

い
う
方
に
お
声
が

け
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
た
く
さ
ん
の

人
と
一
緒
な
ら
、

楽
し
み
が
た
く
さ

ん
増
や
せ
ま
す
！

ス
の
生
育
に
よ
く
な
い
と
い
う
推
測
で
す
。
い
ま
の
こ
と
ろ

鉢
は
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
直
置
き
な
の
で
、
ス
ノ
コ
か

何
か
を
か
ま
し
て
熱
を
防
ぐ
工
夫
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

②
直
射
日
光
を
防
ぐ

お
な
じ
く
、輻
射
熱
を
防
ぐ
方
法
で
す
。
日
光
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
れ
ば
、
輻
射
熱
も
和
ら
ぐ
と
の
推
測
で
す
。

ゴ
ー
ヤ
か
瓢
箪
を
植
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

③
広
さ
の
あ
る
鉢
に
植
え
替
え
る

市
民
体
育
館
で
は
風
呂
桶
で
ハ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
と
の
違
い
は
鉢
の
面
積
。
ハ
ス
の
生
育
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、
鉢
の
深
さ
で
は
な
く
、
広
さ
な
の
か
も
と
の
推
測
で

す
。
ひ
と
ま
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
る
パ
レ
ッ
ト
な
ど
安

価
な
も
の
で
試
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

④
丈
夫
な
鉢
を
使
う

今
年
の
び
っ
く
り
し
た
の
で
す
が
、
鉢
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が

裂
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
原
因
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
お
そ
ら
く
根
が
張
り
す
ぎ
た
の
で
は
と
の
推
測
。

や
っ
ぱ
り
頑
丈
な
鉢
が
い
い
の
で
、
す
ぐ
に
は
実
現
で
き
な

い
野
望
と
し
て
丈
夫
な
鉢
を
購
入
し
よ
う
、
と
な
り
ま
し
た
。

海会寺ハスいっぱいプロジェクト　ニュースレター7
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ア
コ

ー
デ

オ
ン

５
人

で
の

 

合
奏

と
歌

声
を

楽
し

ん
で

い
る

 

サ
ー

ク
ル

で
す

。
 

♪
 
S

L
は

行
く

 

♪
 
森

へ
行

き
ま

し
ょ

う
 

♪
 
踊

り
明

か
そ

う
 

  
他

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
学

生
か

ら
６

０
歳

代
ま

で
、

 

家
族

的
な

雰
囲

気
で

仲
良

く
 

歌
っ

て
る

 

ア
カ

ベ
ラ

・
コ

ー
ラ

ス
で

す
。

 

♪
 
蓮

の
花

：
シ

ュ
ー

マ
ン

 

♪
 
待

ち
ぼ

う
け

：
山

田
耕

作
 

♪
 
村

の
鍛

冶
屋

：
信

長
貴

富
 編

曲
 

 
 

 
 

 
 

 
他

 

ギ
タ

ー
：
古
澤
 拓

実
 

マ
ン
ド
リ
ン
：
三
好
 貞

夫
 

問
合
せ

 
泉

南
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
 

電
話
４
８
３
－
６
７

８
９

 

伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
有
志
 

有
料
 

申
込
み
不

要
 

入
場
無
料
 

主
催
：
泉
南
市
教
育
委

員
会
 

 
 
協
力
：
泉
南
市
文
化
協
会

 
ご
注
意
：
当
日
午
前

11
時
の
時
点
で
、
泉
南
市
に
大
雨
・
洪
水

・
暴
風
の
い
ず
れ
か
の
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
中
止

 

古
布
を
い

か
し
た
手
作
り
小
物

展
 

7/29
2016
10：00～15：00

（金）

【悪天候の場合は中止です】

当日午前 8時の時点で、暴風・大雨警報・暴風警報・洪水警報

のうちのいずれかが、大阪府全域・泉州地域・泉南市のいずれ

かで発令されている場合は、中止です。

主催 泉南市教育委員会

協力（予定）　一般財団法人小谷城郷土館、泉大津市立池上曽根弥生

学習館、大阪ガス　ガス科学館、大阪府立弥生文化博物館、海会寺

ハスいっぱいプロジェクトワークショップメンバー、泉州・紀北

ミュージアムネットワーク、きしわだ自然資料館、国登録有形文化

財山田家住宅、公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター、子育て支

援センターひだまり、泉南市文化協会、泉南市立信達中学校、鳥取

県立博物館、和歌山県立紀伊風土記の丘、阪南大学国際観光学部和

泉研究室

会場

泉南市埋蔵文化財センター
問合せ：072-483-6789
所在地：大阪府泉南市信達大苗代 374-4

アクセス：ＪＲ阪和線新家駅から徒歩 20 分、泉

南市コミュニティバス「大苗代」バス停より徒

歩 2分＊駐車場に限りがあります。会場へは、

泉南市コミュニティバスが便利です。

住民の方々と一緒に、まいぶん（埋蔵文化財セン

ター）を、ハスの花でいっぱいに！を目標に、今年

5月から育てた古代ハスのお披露目イベント。ハス

のある場所を、楽しむプログラムがいっぱい！

当日午前 8時の時点で、暴風・大雨警報・暴風警報・洪水警報

のうちのいずれかが、大阪府全域・泉州地域・泉南市のいずれ

先着200名様に
プレゼント！
信達中学校の生徒が
職業体験で作った
オリジナルしおり

ハスコンサートポスター（上）　ハスフェスタポスター（下）
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■
海
会
寺
の
森
で
あ
そ
ぼ
う
！
■

　「
か
い
え
じ
　
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
」

　
平
成
28
年
12
月
10
日
10
時
～
14
時
　

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

■
誰
と
一
緒
に
遊
び
た
い
？

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
趣
旨
説
明
の
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
海
会
寺
の
あ
っ
た
史
跡
公
園
を
散
策
。
ち
ょ
う
ど
当
日
遠

足
に
来
て
い
た
小
学
生
１
年
生
、
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
組

の
園
児
ら
と
、「
秋
み
つ
け
」
を
し
て
す
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
話
し
合
い
を
開
始
。
ま
ず
は
「
だ
れ
と
一
緒
に

遊
び
た
い
の
か
？
」
を
皆
さ
ん
に
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ま
と
ま
っ
た
意
見
は
「
小
学
校
低
学
年
、
１
～

３
年
生
」
か
ら
「
幼
稚
園
・
保
育
所
年
長
組
の
５
～
６
歳
」

と
そ
の
保
護
者
。
と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
見
に
。

　「
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
を
毎
回
聞
く
な
！
」
と
怒
ら
れ
そ
う

で
す
が
、
こ
こ
が
一
番
大
事
な
の
で
、
毎
回
確
認
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

■
ど
ん
な
道
具
が
必
要
？

　
事
前
の
準
備
と
当
日
参
加
者
に
し
て
も
ら
う
作
業
を
仕
分

け
る
た
め
に
、
道
具
が
使
え
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
考
え
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。来
場
者
が
使
え
な
い
道
具
＝
ス
タ
ッ

フ
の
準
備
作
業
と
い
う
考
え
方
で
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
電
気
の
こ
ぎ
り
、
の
こ
ぎ
り
、
手
刀
、
ド

リ
ル
な
ど
の
大
胆
な
道
具
の
ほ
か
に
、
キ
リ
、
グ
ル
ー
ガ
ン
、

接
着
剤
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
の
お
な
じ
み
の
道
具
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
参
加
者
が
使
え
る
道
具
を
ま
ず
は
意
思
統
一
し
た
い
の
で
、

皆
さ
ん
に
確
認
し
た
結
果
が
上
表
。
そ
の
結
果
、
ノ
コ
ギ
リ

は
条
件
付
き
で
使
用
可
。
そ
れ
よ
り
大
き
い
道
具
は
ス
タ
ッ

フ
が
用
意
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
雨
天
決
行
で
す
！

雨
天
の
場
合
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
屋
内
で
実

施
の
場
合
も
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
と
そ
の
配
置
を
丁
寧
に

考
え
て
み
た
い
で
す
ね
。
ほ
か
の
道
具
は
屋
外
屋
内
で
も
O
K

■
「
作
り
こ
む
」
と
「
お
手
軽
」
が
混
在
す
る
内
容

最
後
に
話
が
出
た
の
が
、「
子
ど
も
に
は
最
後
ま
で
丁
寧
に
作

品
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
。
せ
っ
か
く
体
験
す
る

の
だ
か
ら
、
最
後
ま
で
集
中
し
て
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
と
い
っ
て
も
、「
作
り
こ
む
」
路

線
ば
か
り
だ
と
、
低
年
齢
層
に
は
「
難
し
く
」
な
り
が
ち
に
。

し
ば
ら
く
話
し
て
い
る
と
「
ど
ち
ら
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は

？
」
と
い
う
意
見
に
。

　
難
し
い
も
の
と
簡
単
な
も
の
、
時
間
が
か
か
る
も
の
と
す

ぐ
に
で
き
る
も
の
な
ど
、
用
意
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
次
回
ま
で
の
宿
題
】

作
っ
て
み
た
い
も
の
を
考
え
る

次
回
ま
で
に
、（
で
き
れ
ば
）
試
作
ま
で
！
と
大
胆
な
お
願
い

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
事
務
局
も
い
く
つ
も

案
を
考
え
て
お
き
ま
す
の
で
、楽
し
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

■
次
回
以
降
の
予
定

　
と
き

 
11
月
17
日
（
木
）　
企
画
の
内
容
決
定

　
　
　
 1
1
月
24
日
（
木
）　
企
画
を
実
施

　
　
　
　
12
月
1
日
（
木
） 
   
  事
前
準
備

　
　
　
　
＊
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
　

　
と
こ
ろ
　
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も
）

■
凡
　
例

○
…
使
え
る
 

×
…
使
え
な
い
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
使
う
） 

 
○
か
×
…
子
ど
も
自
身
に
よ
る

△
…
教
え
れ
ば
O
K　
持
ち
出
し
厳
禁
 

＊
の
こ
ぎ
り
と
手
刀
に
つ
い
て
子
ど
も
が
使
う
場
合
、
保
護
者
同
伴

　
　
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
　
電
気
の
こ
ぎ
り
　
の
こ
ぎ
り
　
手
　
刀
　
ド
リ
ル
　
キ
　
リ
　
グ
ル
ー
ガ
ン
　
接
着
剤
　
ピ
ン
セ
ッ
ト

子
ど
も
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
○
か
×
　
　
　
△
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　

保
護
者
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○

来
場
者
が
使
え
る
道
具
表

海
会
寺
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
１
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
？

01 日
時
：
平
成
28
年
11
月
10
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
11
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
　
こ
れ
ま
で
の
ふ
り
か
え
り

10
：
20
　
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
を
散
歩

11
：
00
　
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る

11
：
50
　
次
回
へ
む
け
た
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て

■
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
道
具
・
場
所
を
決
め
る
　

今
回
、
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
方
は
11
名
で
、
ま
い
ぶ
ん
で
の
取
り
組
み
に
初
め
て
参
加

さ
れ
る
方
2
名
を
含
み
ま
す
。
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
趣
旨
を
説
明
し
た
の
ち
、
海
会
寺
の
あ
っ
た
史
跡
公
園
を
散
策
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
主
に
来
て
欲
し
い
方
や
必
要
な
道
具
、
場
所
を
決
め
ま
し
た
。

「
海
会
寺
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
」
と
は
？

海
会
寺
の
あ
っ
た
史
跡
公
園
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
や
木
の
実
や
、

ツ
タ
な
ど
自
然
の
素
材
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら

を
使
っ
た
造
作
体
験
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
す
。
ど
ん

ぐ
り
が
あ
る
場
所
＝
海
会
寺
の
あ
っ
た
史
跡
公
園
で
楽
し
む

た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
、「
オ
ー
プ
ン
で
フ
ラ
ッ
ト
な
話
合
い
の

場
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」
で
考
え
、
で
き
る
も
の
か
ら
実

践
す
る
取
り
組
み
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
し
た
い
！
」
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
方

か
ら
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝
い
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
O
K
と
い

う
方
ま
で
、
だ
れ
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
す
。

な
に
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
？

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
ド
ン
グ
リ
な
ど

の
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
い
ぶ
ん
と
海

会
寺
（
の
あ
っ
た
史
跡
公
園
）
を
「
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人

が
楽
し
め
る
場
所
に
し
よ
う
！
」
が
目
標
で
す
。
ど
ん
ぐ
り

ま
つ
り
き
っ
か
け
に
、
ま
い
ぶ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
人
々
の
あ

つ
ま
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
生
ま
れ
る
場
に
な
る
こ
と
が

目
標
で
す
。

ジ
と
は
？

史跡公園を核としたコミュニティづくり　ニュースレター１
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【
注
意
！
】
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
…

事
務
局
が
考
え
る
ど
ん
ぐ
り
祭
の
イ
メ
ー
ジ
は
、ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
が
数
件
あ
つ
ま
っ
た
ク
ラ

フ
ト
市
み
た
い
な
も
の
。
使
う
素
材
は
「
ド
ン
グ
リ
」
以
外

で
も
、
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
に
な
い
も
の
で
も
O
K
で
す
。

海
会
寺
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
2
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
っ
て
み
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
表
会

02 日時：平成28
年
11
月
17
日
（
木
）

 
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
9
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
 ふ
り
か
え
り

10
：
20
 プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
表
会

12
：
00
 
終
了

■
や
っ
て
み
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
表
会
！
　

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
本
番
で
、
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
る

の
か
？
各
自
で
考
え
て
い
た
だ
い
た
宿
題
の
発
表
会
。
照
れ

な
が
ら
も
発
表
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
、
具
体
的
な
提
案
が

加
わ
り
、
15
個
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

■
15
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

　
ふ
り
か
え
り
の
あ
と
、
前
回
の
宿
題
だ
っ
た
「
や
っ
て
み

た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
自
考
え
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、

右
の
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
必
要
な
項
目
を
き
め
な

が
ら
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
時
間
短
縮
の
た
め
、
発
表
者
に
質
問
を
し
な
が
ら
シ
ー
ト

に
必
要
な
内
容
を
記
入
し
つ
つ
、
随
時
質
問
を
受
け
付
け
、

プ
ラ
ン
を
変
更
し
な
が
ら
記
入
す
る
こ
と
に
。
簡
単
に
ま
と

め
た
の
も
が
裏
面
の
表
で
す
。

■
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

ざ
っ
と
見
渡
し
て
み
る
と
、
以
下
の
も
の
を
あ
つ
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
・
ま
つ
ぼ
っ
く
り
（
戸
田
さ
ん
）

　
・
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
（
金
森
さ
ん
）

　
・
ふ
う
の
実
あ
つ
め
と
着
色
（
青
少
年
の
森
で
拾
う
）

　
・
木
の
輪
切
り
と
小
枝
あ
つ
め（
埋
文
で
剪
定
の
つ
い
で
に
）

■
会
場
は
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
で
！

「
会
場
は
埋
文
前
の
広
場
で
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
…
、
せ
っ

か
く
だ
か
ら
広
場
で
し
よ
う
！
と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。
広

場
に
も
電
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
区
切
っ

た
バ
ザ
ー
ル
型
式
で
実
施
。
机
と
イ
ス
は
出
さ
ず
に
、
コ
ン

テ
ナ
と
コ
ン
パ
ネ
を
使
っ
た
作
業
台
を
用
意
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
日
使
っ
た
シ
ー
ト
の
内
容

■
次
回
は
内
容
の
確
定
で
す

こ
の
日
だ
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
事
務
局
で
レ
イ
ア

ウ
ト
と
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
、
役
割
分
担
表
と
と
も
に
、
チ
ラ

シ
を
作
成
し
ま
す
。
次
回
は
そ
れ
を
も
と
に
、
当
日
プ
ラ
ン

の
確
定
。
せ
わ
し
な
く
打
合
せ
が
続
き
ま
す
が
、
も
う
少
し

で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

ま
つ
ぼ
っ
く
り
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

ど
ん
ぐ
り
人
形

く
ぬ
ぎ
ち
ゃ
ん

ブ
ー
メ
ラ
ン
を

飛
ば
そ
う
！

輪
っ
か
で
あ
そ
ぼ
う
ド
ン
グ
リ
の
動
物
園

内
容

か
ん
た
ん
！
す
ぐ
で
き

る
！
ま
つ
ぼ
っ
く
り
で
で

き
る
卓
上
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
で
す
。

ま
ん
ま
る
な
ド
ン
グ
リ
で

作
る
、
か
わ
い
い
人
形
で

す
！
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
有

な
ぜ
帰
っ
て
く
る
の
か
？

作
っ
て
、
飛
ば
し
て
考
え

よ
う
！
仕
上
げ
は
好
き
な

色
に
塗
ぬ
っ
て
ね
！

メ
ビ
ウ
ス
の
輪
っ
て
知
っ

て
い
る
？
切
っ
た
ら
わ
か

る
そ
の
フ
シ
ギ
。
ア
ク
セ

サ
リ
ー
に
も
な
る
よ
！

ド
ン
グ
リ
な
ど
の
木
の
実

や
枝
を
使
っ
た
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
も
の
づ
く
り
。
材

料
は
広
場
の
も
の
を
持
っ

て
き
て
ね
！

対
象

5
歳
以
上

5
歳
以
上

5
歳
以
上

5
歳
以
上

小
学
生
以
上

時
間

10
分

30
分

10
分

10
分

60
分

道
具

つ
ま
よ
う
じ
、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
グ
ル
―
ガ
ン

木
工
用
ボ
ン
ド
、
グ
ル
―

ガ
ン
、
は
さ
み

ホ
チ
キ
ス

ハ
サ
ミ

グ
ル
―
ガ
ン
、
お
は
し

必
要
な
物
品

対
応
で
き
る
人
数

5
人

5
人

3
人

3
人

3
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

サ
ン
タ
の

折
り
紙
教
室

ド
ン
グ
リ
笛

葉
っ
ぱ
で

花
束
づ
く
り

葉
っ
ぱ
プ
ー
ル

ど
ん
ぐ
り
タ
ヌ
キ

内
容

折
り
紙
で
つ
く
る
サ
ン
タ

さ
ん
！
ソ
リ
も
つ
く
れ
ま

す
。

ド
ン
グ
リ
に
穴
を
あ
け

て
、
ホ
ジ
ホ
ジ
す
れ
ば
で

き
あ
が
り

赤
や
黄
色
の
あ
き
の
葉
っ

ぱ
で
ス
テ
キ
な
花
束
づ
く

り

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
っ
ぱ
で

作
っ
た
葉
っ
ぱ
の
プ
ー
ル

で
あ
そ
ぼ
う
！

ま
ん
ま
る
ク
ヌ
ギ
の
ど
ん

ぐ
り
で
、
か
わ
い
い
タ
ヌ

キ
を
つ
く
り
ま
す
。

対
象

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

5
歳
以
上

5
歳
以
上

お
と
な

時
間

20
分

20
分

10
分

10
分
交
代

30
分

道
具

-
確
認
中

針
金
・
ハ
サ
ミ

グ
ル
―
ガ
ン

必
要
な
物
品

作
業
台

一
度
に
対
応
で
き
る

人
数

3
人

3
人

3
人

10
人

3
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

木
の
枝
く
ん

ふ
う
の
実
く
ん

カ
レ
ン
ダ
ー
も

で
き
る
！

リ
ー
ス
作
り

シ
ダ
―
ロ
ー
ズ
の

ペ
ン
ダ
ン
ト

ネ
コ
バ
ス
！

内
容

ド
ン
グ
リ
の
か
さ
を
か

ぶ
っ
た
、
か
わ
い
い
人
形

た
ち

ト
ゲ
ト
ゲ
木
の
実
に
目
玉

を
つ
け
て
か
わ
い
い
お
人

形
の
で
き
あ
が
り

木
の
ツ
タ
を
使
っ
て
、

リ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
な
る
よ

木
の
実
を
使
っ
た
か
わ
い

い
ペ
ン
ダ
ン
ト
！

木
の
枝
と
ド
ン
グ
リ
を
つ

か
っ
て
つ
く
り
ま
す
。

対
象

5
歳

5
歳

5
歳

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

時
間

10
分

10
分

60
分

20
分

30
分

道
具

グ
ル
―
ガ
ン

グ
ル
―
ガ
ン

グ
ル
―
ガ
ン
、
ハ
サ
ミ
、

ざ
る

グ
ル
―
ガ
ン
、
ハ
サ
ミ

グ
ル
―
ガ
ン

必
要
な
物
品

一
度
に
対
応
で
き
る

人
数

3
人

3
人

3
人

3
人

3
人

■
15
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
と
そ
の
内
容
-

史跡公園を核としたコミュニティづくり　ニュースレター2
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海
会
寺
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
3
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
め
こ
む

03 日時：平成28
年
11
月
24
日
（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
8
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
 
前
回
の
ふ
り
か
え
り

10
：
15
 
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
考
え
直
す

12
：
15
 
終
了

■
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
起
点
に

　
　「
で
き
る
こ
と
」
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
　

前
回
の
話
合
い
で
、皆
さ
ん
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
15
の「
や
っ

て
み
た
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
事
務
局
が
す
べ
て
実
現
で
き
る

よ
う
に
く
み
上
げ
た
も
の
を
も
と
に
、
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。
事
務
局
が
話
合
い
を
進
め
る
う
え
で
大
切
に
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
誰
が
す
る
？
」
と
「
安
全
に
で
き
る
？
」
で
す
。

■
15
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

　
前
回
皆
さ
ん
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、
15
の
や
っ
て
み
た
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
こ
の
日
の
主
題
は
「
で
き
る
か
た
ち
」
は
ど

ん
な
も
の
な
の
か
？
合
意
し
な
が
ら
決
め
て
し
ま
お
う
と
い

う
も
の
で
す
。
ま
ず
は
話
し
合
い
の
土
台
と
し
て
、
事
務
局

が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
提
示
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
、

誰
が
す
る
の
か
？
、
安
全
に
実
施
て
で
き
る
の
か
？
な
ど
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

事
務
局
が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
（
第
１
版
）

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
次
回
は
最
終
の
打
合
せ
で
す
！

　【
日
時
】
12
月
1
日
（
木
） 
   
午
前
10
時
～
12
時
　

　【
場
所
】
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　【
内
容
】 

・
役
割
分
担
の
確
定
、
準
備
物
の
確
認

 
 

・
当
日
の
な
が
れ
の
確
認

■
会
場
は
屋
内
で
！
　

前
回
の
話
合
い
で
は
「
森
の
中
で
実
施
し
よ
う
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
日
の
話
合
い
で
会
場
は
屋
内
と
な

り
ま
し
た
。
屋
内
の
ほ
う
が
、
①
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
少
な
く

て
も
安
全
管
理
が
し
や
す
い
こ
と
と
、
②
雨
天
や
寒
さ
に
も

対
応
し
や
す
い
か
ら
で
す
。

■
時
間
制
限
を
設
け
る
こ
と
で
内
容
を
豊
か
に
！
　

事
務
局
が
考
え
た
案
が「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
入
れ
替
え
制
」。

午
前
と
午
後
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
変
え
る
こ
と
で
、
①

少
な
い
人
数
で
も
内
容
を
豊
富
に
で
き
る
、
②
皆
さ
ん
か
ら

提
案
さ
れ
た
企
画
を
安
全
に
実
現
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。

■
ツ
ア
ー
化
す
る
（
＝
森
で
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
森
に
あ
る
も
の

（
ド
ン
グ
リ
や
ツ
タ
）
で
楽
し
む
も
の
と
、
②
森
で
楽
し
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
森
と
い
う
場
所
で
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
あ

最
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
（
11
/2
4
の
意
見
を
も
と
に
改
定
し
た
も
の
）

り
ま
す
。
①
は
ク
ラ
フ
ト
で
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
半
が

そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
②
に
当
た
る
も
の
は
、「
ど
う
や
っ
て

開
催
し
よ
う
」
と
考
え
た
結
果
、
ツ
ア
ー
化
す
る
こ
と
に
。

■
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ガ
ッ
チ
ャ
ン
コ
　

皆
さ
ん
の
意
見
で
、
１
５
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
10
に
合
体
。

合
体
さ
せ
る
た
め
の
考
え
方
と
し
て
、
①
似
た
作
業
（
ど
ん

ぐ
り
タ
ヌ
キ
+
ど
ん
ぐ
り
の
動
物
園
＝
ど
ん
ぐ
り
の
動
物

園
）、
②
公
園
で
楽
し
む
も
の
同
士
（
葉
っ
ぱ
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

+
葉
っ
ぱ
の
花
束
づ
く
り
＝
森
の
ど
ん
ぐ
り
ツ
ア
ー
）
と
い
っ

た
感
じ
で
す
。

加
え
て
、
複
数
で
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
形
に
し

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
人
で

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
リ
ー
ス
・
サ
ン
タ
の
グ

ル
ー
プ
と
ど
ん
ぐ
り
の
動
物
園
の
グ
ル
ー
プ
、
ド
ン
グ
リ
笛

の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
皆
さ
ん
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
　

史跡公園を核としたコミュニティづくり　ニュースレター3
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海
会
寺
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

第
4
回
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

チ
ー
ム
で
確
認

04 日時：平成28
年
12
月
1
日
（
木
）
10
：
00
～
11
：
30

場
所
：
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
：
14
名

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10
：
00
 
前
回
の
ふ
り
か
え
り

10
：
15
 
チ
ー
ム
ご
と
に
話
合
い

11
：
30
 
終
了

■
チ
ー
ム
ご
と
に
か
ん
が
え
ま
し
た

前
回
は
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
開
催
告
知
の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
を
先
行
し
て
確
定
し
た
の
で
す
が
、
い
ま
だ
材
料
や
手
順

な
ど
実
際
の
と
こ
ろ
を
チ
ー
ム
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
話

合
い
、
当
日
を
迎
え
る
心
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

■
ク
ラ
フ
ト
の
材
料
を
あ
つ
め
ま
し
た

　
ま
い
ぶ
ん
で
は
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
頂
戴
し
な
が
ら

進
め
る
（
文
化
財
活
用
促
進
）
事
業
を
い
く
つ
も
同
時
並
行

で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
「
海
会
寺
ハ
ス

い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
の
で
す
が
、
そ
こ
で
の
話
し

合
い
の
な
か
で
「
木
を
伐
っ
て
材
料
を
…
」
と
話
し
て
い
る

と「
よ
っ
し
ゃ
！
」と
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
。チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
片
手
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
4
名
の
方
々
と
一

緒
に
、
駐
車
場
に
あ
る
ク
ヌ
ギ
4
本
の
「
散
髪
」
を
開
始
。

切
り
払
っ
た
枝
を
輪
切
り
に
し
て
今
回
の
材
料
に
加
工
し
ま

し
た
。

■
樹
木
の
剪
定
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
が
る

今
回
の
取
組
み
の
趣
旨
は
「
維
持
管
理
作
業
＋
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
準
備
＝
効
率
的
に
利
用
者
を
増
や
す
工
夫
」。
た
だ
草
刈
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
た
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
材
料
を
用

意
す
る
の
で
は
な
く
、両
者
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
結
果
的
に
効
率
よ
く
利
用

者
を
増
や
す
仕
組
み
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
試
験
的

に
は
じ
め
た
の
が
今
回
の
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
で
す
。

ま
る
で
「
本
職
」
の
よ
う
な
手
際
の
皆
さ
ん

軽
ト
ラ
１
車
分
の
枝
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
材
料
に
！

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
う
皆
さ
ん

こ
の
取
り
組
み
に
　
参
加
し
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
！

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

■
次
回
は
直
前
の
準
備
！

　【
日
時
】
12
月
9
日
（
木
） 
   
午
前
10
時
～

　【
場
所
】
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　【
内
容
】・
ブ
ー
ス
の
机
や
い
す
の
確
認

　
　
　
　
・
準
備
物
の
チ
ェ
ッ
ク

■
チ
ー
ム
分
け
　

前
回
お
休
み
の
方
、
今
回
初
め
て
の
方
も
含
め
て
、
チ
ー
ム

分
け
を
し
ま
し
た
。
結
果
、
リ
ー
ス
、
折
り
紙
サ
ン
タ
、
く

ぬ
ぎ
ち
ゃ
ん
（
森
林
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
東
さ
ん
と
ス
タ
ッ

フ
２
人
）、
動
物
園
、
木
の
枝
く
ん
、
ネ
コ
バ
ス
（
道
下
さ
ん
、

脇
さ
ん
楠
根
さ
ん
、
柏
熊
さ
ん
）、
ド
ン
グ
リ
笛
、
葉
っ
ぱ
の

プ
ー
ル
（
金
森
さ
ん
、
戸
田
さ
ん
、
市
道
さ
ん
）、
紙
で
あ
そ

ぼ
う
！
（
西
里
さ
ん
、
水
木
さ
ん
）、
森
の
ど
ん
ぐ
り
ツ
ア
ー

（
道
下
さ
ん
、
田
中
さ
ん
）
で
す
。

■
必
要
な
も
の
を
グ
ル
ー
プ
で
相
談
　

つ
く
る
も
の
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
何
が
ど
れ
だ
け

必
要
な
の
か
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
内
で

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
チ
ー
ム
で
話
し
合
う
こ
と
に
。

購
入
す
る
べ
き
も
の
、
も
っ
て
く
る
も
の
な
ど
皆
さ
ん
で
話

し
合
い
ま
し
た
。
一
度
に
さ
ば
け
る
お
客
さ
ん
の
数
を
考
え

て
か
ら
だ
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
で
す
。そ
の
あ
と
チ
ー

ム
ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
似
た
も
の
同
士
を
近
所
に

当
初
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
「
事
務
局
お
任
せ
で
！
」

だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
日
グ
ル
ー
プ
で
話
合
い
、
次
に
全

体
で
共
有
し
て
い
く
中
で
、
自
然
と
全
体
を
見
な
が
ら
位
置

決
め
を
す
る
こ
と
に
。

考
え
方
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
の
似
た
も
の
を
近
く
に
固

め
る
と
い
う
も
の
で
す
（
上
図
）。
「
こ
ち
ら
は
音
が
出
て
ウ

ル
サ
イ
の
で
」
と
の
意
見
が
き
っ
か
け
。

全
体
で
丁
寧
に
話
を
す
る
と
よ
り
良
い
ア
イ
デ
ア
が
で
ま
す
。

■
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
律
10
円

材
料
費
の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
お
金
を
集
め

る
の
は
各
ブ
ー
ス
。
整
理
券
と
引
き
換
え
で
集
金
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト

　
各
グ
ル
ー
プ
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
た
も
の
。

　
左
側
は
グ
ル
―
ガ
ン
を
使
っ
た
「
静
か
に
も
の
づ
く
り
ゾ
ー
ン
」、

　
右
側
は
笛
や
紙
鉄
砲
づ
く
り
の
「
に
ぎ
や
か
な
ゾ
ー
ン
」
で
す
。

史跡公園を核としたコミュニティづくり　ニュースレター4
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う
ま
く
い
っ
た
？

森
の
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り

05 4
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
1
か
月
の
準
備
期
間
で

臨
ん
だ
「
森
の
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
」。
準
備
期
間
が

短
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
場
者
の
評
価
も

上
々
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
も
当
初
見
込
ん
で

い
た
人
数
の
２
倍
以
上
！

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

方
々
、
連
携
し
て
い
た
だ
い
た
他
の
団
体
の
方
々

に
も
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
 

当
日
は
寒
く
出
足
が
心
配
で
し
た
が
…

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
58
0
人
、
来
場
者
も
す
べ
て
を

カ
ウ
ン
ト
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
30
0
名
以
上
！
参
加
し
た

方
か
ら
「
来
年
も
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
や
、
後

日
に
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
息
子
が
ネ
コ
バ
ス
を
机
の
上

に
飾
っ
て
い
る
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
量
に
材
料
を
調
達

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
な
パ
ー
ツ
は
事
前
に
用
意
し
ま
し

た
。
当
日
の
天
候
、
海
会
寺
跡
広
場
だ
け
で
は
種
類
が
か
ぎ

ら
れ
る
こ
と
、
事
前
に
加
工
す
る
必
要
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
面
白
み
に
欠
け
る
か
な
と
思
い
ま
し

た
が
、
参
加
者
は
カ
ゴ
を
も
っ
て
「
あ
つ
め
に
い
く
」
こ
と

自
体
が
楽
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

公
園
へ
の
ツ
ア
ー
が
好
評
！

ど
ん
ぐ
り
を
拾
う
子
ど
も
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
の
葉
で
ジ
ャ
ン
ケ

ン
を
楽
し
む
親
子
な
ど
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
楽
し
無
参
加

者
か
ら
「
と
て
も
楽
し
い
！
」
と
の
言
葉
。
は
や
り
自
然
が

一
番
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

海
会
寺
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
16
　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
　

当
日
は
快
晴
！

ず
ら
り
並
ん
だ
材
料

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
配
布
し
た
当
日
の
チ
ラ
シ

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で

TE
L:
07
2-
48
3-
67
89
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
m
ai
bu
n@
ci
ty
.se
nn
an
.lg
.jp

森
の
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
事
業
概
要

■
本
事
業
に
参
画
し
た
住
民
 　
30
名

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
4
回
　
参
加
者
14
名
（
の
べ
 4
2
名
）

内
訳
：
11
/1
0（
11
名
）、
11
/1
7（
9
名
）、
11
/2
4（
8
名
）、

12
/1
（
14
名
）

■
チ
ー
ム
ご
と
の
あ
つ
ま
り
　
2
回

　
木
の
伐
採
・
加
工
11
/3
0（
4
名
）、
前
日
の
準
備
（
12
名
）

■
森
の
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ

　
30
名

■
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

　
30
0
名
以
上
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
は
58
0
名
）

■
本
事
業
の
紹
介

　『
読
売
新
聞
』
堺
泉
州
版
12
/1
1
朝
刊
、
j:c
om
り
ん
く
う
『
デ

イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
12
/1
3
放
送

森
の
ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り

未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
58
0
人
、
来
場
者
は
30
0
人
以
上
に
も
！

「
焼
い
も
、
お
味
噌
、

　
　
　
　
　
減
農
薬
野
菜
」

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
H
O
S　
販
売

「
草
木
染
の

　
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
」

デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

参
加
者
12
名
　
材
料
費
30
0
円

「
天
然
酵
母
の
！

　
お
い
し
い
パ
ン
」

さ
ん
さ
ん
ベ
ー
カ
リ
ー
　
販
売

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　
松
ぼ
っ
く
り
け
ん
玉

　
　
　
木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

N
PO
泉
南
の
里
山
を
大
切
に
す
る
会

参
加
者
15
0
名
　
無
料

他
団
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
大
会
」

せ
ん
な
ん
か
る
た
普
及
実
行
委
員
会

参
加
者
22
名
　
無
料

「
葉
っ
ぱ
の
プ
ー
ル
」

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
企
画

参
加
者
80
名

「
ド
ン
グ
リ
笛
」

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
企
画

参
加
者
38
名
　
無
料

「
紙
で
あ
そ
ぼ
う

　
鉄
砲
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
」

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
企
画

参
加
者
37
名
　
無
料

い
つ
で
も
体
験
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
森
の
ど
ん
ぐ
り
ツ
ア
ー
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
26
名
（
10
時
半
）・
15
名
（
13
時
）

無
料

時
間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

10
：
30
～
・
13
：
00
～

「
ど
ん
ぐ
り
人
形
く
ぬ
ぎ
ち
ゃ
ん
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
18
名
　
材
料
費
10
円

「
小
枝
を
使
っ
た
！
木
の
枝
く
ん
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
35
名
　
材
料
費
10
円

「
ド
ン
グ
リ
と
枝
で
つ
く
る
！
ネ
コ
バ
ス
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
36
名
　
材
料
費
10
円

時
間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

12
：
30
～
13
：
30

「
カ
レ
ン
ダ
ー
な
！
リ
ー
ス
づ
く
り
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
35
名
　
材
料
費
10
円

「
折
り
紙
で
つ
く
る
！

サ
ン
タ
さ
ん
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
36
名
　
無
料

「
ド
ン
グ
リ
の
動
物
園
」

サ
ポ
ー
タ
さ
ん
企
画

参
加
者
40
名
　
材
料
費
10
円

時
間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

10
：
00
～
11
：
30

史跡公園を核としたコミュニティづくり　ニュースレター5



24

森のどんぐりまつり

森のどんぐりまつり　ポスター
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11．附編

泉南市埋蔵文化財センター条例		
	 平成9年4月4日

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 　条例第10号

(設置 )

第1条発掘調査等で得られた考古学的資料 (以下「資料」という。)の

保存及び活用を図り、歴史に対する理解を深め、市民文化の向上に資

するため泉南市埋蔵文化財センター (以下「センター」という。)を設

置する。

(名称及び位置 )

第2条センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

(業務 )

第3条センターは、次の業務を行う。

(1)資料の収集、整理及び保存に関すること。

(2)埋蔵文化財の調査研究及び活用に関すること。

(3)資料を展示し、公開すること。

(4)資料に関する講演会、講習会及び研究会等に関すること。

(5)その他泉南市教育委員会 (以下「委員会」という。)が設置目的を

達成するために必要と認める業務

(入館の制限 )

第4条委員会は、入館者が次の各号のいずれかに該当するときは、入

館を断り、又は退館を命ずることができる。

(1)公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2)施設又は設備等を毀損し、又は汚損するおそれがあるとき。

(3)資料等を汚損し、若しくは損傷し、又は亡失させるおそれがあると

き。

(4)前3号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

(損害の賠償 )

第5条何人もセンターの施設若しくは設備を毀損し、又は備品若しく

は資料等を亡失し、若しくは損傷したときは、これを修理し、又はそ

の損害を賠償しなければならない。ただし、委員会がやむを得ない理

由があると認めたときは、この限りでない。

(職員 )

第6条センターに必要な職員を置く。

(委任 )

第7条この条例に定めるもののほか、センターの管理運営に関し必要

な事項は、委員会規則で定める。

附則

この条例は、平成9年4月27日から施行する。

泉南市埋蔵文化財センター条例施行規則

	 		 	 	 	 	 	 	 	 平成9年4月4日

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 教育委員会規則第1号

(趣旨 )

第1条この規則は、泉南市埋蔵文化財センター条例 (平成9年泉南市

条例第10号。以下「条例」という。)第7条の規定に基づき、泉南市

埋蔵文化財センター (以下「センター」という。)の管理運営について

必要な事項を定めるものとする。

(開館時間及び休館日 )

第2条センターの開館時間は、午前9時30分から午後4時30分ま

でとする。

2センターの休館日は、次のとおりとする。

(1)国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日

(2)毎週土曜日及び日曜日

(3)12月28日から翌年1月5日までの日

3前2号の規定にかかわらず、泉南市教育委員会 (以下「委員会」と

いう。)が必要と認めるときは、開館時間及び休館日を変更し、又は臨

時に休館することがある。

(資料の貸出し )

第3条条例第1条に規定する資料 (以下「資料」という。)は、教育的

目的又は学術研究に使用する場合に限り、館外に貸出しをすることが

ある。

2資料の貸出しを受けようとする者は、資料貸出申請書 (様式第1号 )

を委員会に提出し、その許可を受けなければならない。

3委員会は、前項の規定により許可したときは、資料貸出許可書 (様式

第2号 )を交付する。

(行為の禁止 )

第4条センターでは、次の行為をしてはならない。

(1)所定の場所以外で喫煙し、又は火気を使用する行為

(2)騒音を発する等他人に迷惑を及ぼす行為

(3)所定の場所以外に無断で立ち入る行為

(4)その他管理上支障をきたす行為

(委任 )

第5条この規則に定めるもののほか、必要な事項は、委員会が別に定

める。

附則

この規則は、平成9年4月27日から施行する。

附則 (平成17年3月2日教委規則第1号 )

この規則は、平成17年4月1日から施行する。

史跡海会寺跡広場条例		 	 	 　

	 　平成7年6月27日

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 　条例第11号

(設置 )

第1条史跡海会寺跡を保存するとともに市民にこれと親しむ場を提供

し、もって市民の文化的向上に資するため、史跡海会寺跡広場 (以下

「海会寺跡」という。)を泉南市信達大苗代に設置する。

(施設 )

第2条海会寺跡に次に掲げる施設を置く。

(1)塔、講堂、回廊、基壇等の復元された歴史的建造物

(2)積層面遺構露出保護展示施設

(3)広場

(管理 )

第3条海会寺跡は、泉南市教育委員会 (以下「教育委員会」という。)

が管理する。

(入場の制限 )

第4条教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認められる場

合は、海会寺跡への入場を制限することができる。

(1)公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。

(2)施設を損傷し又は汚損するおそれがあるとき。

(3)前2号に定めるもののほか、管理上支障があるとき。

(委任 )

第5条この条例に定めるもののほか、海会寺跡の管理に関し必要な事

項は、教育委員会規則で定める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。

名　称 位　置

　泉南市埋蔵文化財センター 　泉南市信達大苗代374-4
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平成7年6月27日

教育委員会規則第5号

(趣旨 )

第1条この規則は、史跡海会寺跡広場条例 (平成7年泉南市条例第11

号。以下「条例」という。)第5条の規定に基づき、史跡海会寺跡広場

(以下「海会寺跡」という。)の管理運営について必要な事項を定める

ものとする。

(入場者の遵守事項 )

第2条海会寺跡の入場者は、次の各号に掲げる事項を守らなければな

らない。

(1)樹木を伐採し、又は植物を採取してはならない。

(2)土地の形質を変更してはならない。

(3)鳥獣類を捕獲し、又は殺傷してはならない。

(4)車両を乗り入れてはならない。

(5)立入禁止区域に立ち入ってはならない。

(6)はり紙、はり札又は広告を表示してはならない。

資料貸出申請書

年　　月　　日

　泉南市教育委員会殿

申請者　住所 (所在地 )　　　　　　

氏名 (名称）　　　　　　　

代表者名（印）　　　　　　

Tel.　　　　　　　　　　　

　

　下記のとおり、埋蔵文化財センターが管理する資料の貸出を受けたい

　ので申請します

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

取扱責任者

資料貸出許可書
泉南教委生発第号

年　　月　　日

　　　　　　　　　　　殿

泉南市教育委員会　

　年　月　日付けで申請のありましたセンター資料の貸し出しについて

　は、次のとおり許可します。

利用目的

貸出期間 　年　月　日　から　　　年　月　日まで

利用場所

利用方法

貸出資料 分類番号 品名 数量 備考

輸送方法

許可条件

(7)他人の迷惑となる行為をしてはならない。

(損害賠償 )

第3条海会寺跡の利用者が施設又は設備を損壊し、汚損し、又は滅失

したときは、これを修理し、若しくは原状回復し、又はその損害を賠

償しなければならない。ただし、利用者の責めに帰することができな

いときは、この限りではない。

(積層面遺構露出保護展示施設 )

第4条条例第2条第2号に掲げる積層面遺構露出保護展示施設 (以下

「展示施設」という。)の利用時間は、午前10時から午後4時までと

する。ただし、泉南市教育委員会 (以下「教育委員会」という。)が必

要と認めるときはこれによらないことができる。

2展示施設の閉休日は次のとおりとする。ただし、教育委員会が必要

と認めるときはこれによらないことができる。

(1)12月28日から翌年1月5日までの期間

(委任 )

第5条この規則の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附則

この規則は、公布の日から施行する。



利用案内

所在地：大阪府泉南市信達大苗代374-4史跡海会寺跡広場前

電話：072-483-6789

FAX：072-483-7089

メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

ホームページ：http://www.city.sennan.lg.jp/kanko/bunka/maizou/center/

開館時間：9時30分～16時30分

休館日：土・日曜日・祝日（第2・4土曜日は開館）・年末年始

入館料：無料



泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

年
報　

平
成
28
年
度　

２
０
１
７
年
４
月　

編
集
・
発
行　

泉
南
市
教
育
委
員
会	


